
1 2009年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞  KGニュース

■発行■
関西学院大学新聞総部
�662-0891
西宮市上ヶ原１番町１－155
関西学院大学新学生会館３F
電話：（0798）51－1181
ＨＰ：http://kgpress.hp.infoseek.co.jp
E-mail：kgpress2009@yahoo.co.jp

扉の一言
「あちこち旅をして回っ
ても自分自身から逃れ
られるものではない」
ヘミングウェイ

TOPICS
◆２・３面　ＫＧニュース

論説　日進月歩
◆４・５面　特集

クラブ・サークル紹介
◆６面　　　連載記事
◆７面　　　文化総部面
◆８面　　　就活特集

関 西 学 院 大 学 新 聞  2009年4月1日　第783号 

４
月
４

日
、
新
入
生

を
対
象
と
し

た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

「
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
Ａ

Ｂ
Ｃ
！

２

０
０
９
」
が

あ
る
。
時
間

は
10
時
か
ら

15
時
ま
で

で
、
会
場
は

Ｂ
号
館
だ
。

こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で

は
、
奨
学
金
や
留
学
等
に
つ
い

て
の
説
明
会
や
大
学
各
部
課
に

よ
る
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
新
入
生
か
ら
の
大
学

生
活
へ
の
疑
問
に
答
え
る
。
学

生
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
現
役
関

学
生
が
相
談
員
と
し
て
待
機
し

て
い
る
。
生
の
声
が
聞
け
る
格

好
の
機
会
だ
。
同
時
に
中
央
講

堂
で
教
職
に
つ
い
て
の
説
明
も

新
入
生
の
皆
さ
ん
入
学
お
め
で
と
う
。
今
日
か

ら
あ
な
た
も
関
学
生
の
仲
間
入
り
だ
。
こ
こ
最
近
、

不
況
に
よ
る
内
定
取
り
消
し
や
大
学
生
を
取
り
巻

く
大
麻
汚
染
な
ど
で
、
皆
が
多
少
な
り
の
大
学
生

活
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
臆
す
る
な
か
れ
、
怯
む
な
進
め
。
二
度
と
帰

ら
ぬ
青
春
を
存
分
に
謳
歌
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

今
年
関
学
は
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
。
学
部
再

編
で
新
た
に
教
育
学
部
が
加
わ
り
、
学
生
総
数
も

微
増
。
入
学
式
の
日
程
も
２
日
に
分
け
ら
れ
、
４

月
１
日
は
理
工
・
総
合
政
策
・
教
育
学
部
が
、
２

日
の
午
前
に
神
・
社
会
・
法
・
人
間
福
祉
学
部
、

午
後
か
ら
文
・
経
済
・
商
学
部
の
学
生
が
、
長
く

続
く
部
活
・
サ
ー
ク
ル
の
呼
び
込
み
に
圧
倒
さ
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
関
学
を
代
表
す
る
４
名
の
方
か
ら
新

入
生
あ
て
に
お
祝
い
の
言
葉
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
ら
の
言
葉
を
よ
く
よ
く
心
に
刻
ん
で
お
こ
う
。↓

　 

入
学
入
学 

　 

入
学 

あ
る
の
で
、
教
員
を
目
指
す
学

生
は
必
ず
聞
い
て
お
こ
う
。

大
学
図
書
館
か
ら
学
生
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
通
称
銀

座
通
り
で
は
、
事
前
に
申
請
し

て
い
た
公
認
団
体
が
ブ
ー
ス
を

作
り
勧
誘
の
呼
び
込
み
を
行

う
。
各
団
体
の
新
歓
（
新
入
生

歓
迎
会
）
情
報
も
得
ら
れ
る
。

気
に
な
る
団
体
が
あ
る
人
は
ぜ

ひ
行
っ
て
み
よ
う
。

昼
休
み
に
は
プ
ラ
ザ
（
新
旧

学
館
と
体
育
館
に
囲
ま
れ
た
ス

ペ
ー
ス
）
で
、
応
援
団
総
部
・

軽
音
楽
部
・
交
響
楽
団
に
よ
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ

が
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
味
わ
い
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
。

そ
の
他
４
月
は
、
履
修
登

録
・
健
康
診
断
・
教
科
書
購
入

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
慌
た
だ
し

い
。
掲
示
板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
こ
ま
め
に
確
認
し
て
、
４
月

の
ス
タ
ー
ト
に
乗
り
遅
れ
る

な
。

３
月
18
日
総
合
体
育
館
に
て
秋
学

期
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
総
勢
３
９

９
７
名
の
卒
業
生
が
関
学
を
巣
立
っ

て
い
っ
た
。

暖
か
い
春
の
日
差
し
に
恵
ま
れ
、

式
に
臨
む
卒
業
生
の
表
情
も
朗
ら
か

だ
。
学
部
ご
と
に
区
切
ら
れ
て
行
わ

れ
た
式
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。

式
が
終
わ
る
と
、
学
生
時
代
を
共
に

す
ご
し
た
仲
間
た
ち
と
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る
。
ブ
ル
ー
の
手
提
げ

に
は
卒
業
証
書
と
、
将
来
へ
の
希
望

を
詰
め
て
時
計
台
を
後
に
し
た
。

春
―
卯
月
。
新
た
な
場
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
季
節
。
期
待
を
胸

に
関
学
ラ
イ
フ
を
心
待
ち
に
す
る

人
も
い
れ
ば
、
第
一
志
望
を
滑
っ

て
や
る
気
少
な
で
関
学
に
入
学
し

た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

君
達
は
も
う
関
学
生
の
一
員
。
何

事
も
な
け
れ
ば
、
４
年
間
を
こ
の

大
学
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

そ
う
、
何
事
も
な
け
れ
ば
。
日
本

の
大
学
は
入
っ
て
し
ま
え
ば
あ
と

は
簡
単
、
な
ん
て
言
わ
れ
る
が
、

皆
が
皆
そ
う
で
は
な
い

大
学
生

は
自
由
だ
。
大
学
生
活
の
中
で
何

を
学
ぶ
か
、
ど
こ
ま
で
深
く
学
ぶ

か
、
そ
れ
は
全
て
学
生
１
人
１
人

の
裁
量
に
任
さ
れ
る
。
そ
し
て
時

間
が
あ
る
。
時
間
割
は
好
き
に
決

め
ら
れ
る
し
、
長
期
休
暇
は
小
中

高
の
そ
れ
よ
り
長
い
。
勉
強
や
研

究
に
励
も
う
が
、
趣
味
に
没
頭
し

よ
う
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
バ
リ
バ

リ
稼
ご
う
が
、
自
由
で
あ
る

良

い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
だ
が
、
そ

れ
が
落
と
し
穴
で
あ
る
。
何
を
す

る
に
し
て
も
自
分
が
自
由
に
決
め

る
の
だ
か
ら
、
大
学
生
活
の
様
々

な
節
目
で
、
選
択
を
迷
い
、
誤
る

こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
責
任

は
全
て
自
分
に
降
り
か
か
る
。
自

分
が
招
い
た
失
敗
は
自
分
が
解
決

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
４
年
を
迎
え

ず
関
学
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、

４
年
を
過
ぎ
て
も
関
学
を
去
れ
な

か
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
気
を
つ
け
よ
う

入
学
早
々

怖
が
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
書
い

た
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
必

要
は
な
い
。
薬
物
に
手
を
出
す
な

ど
の
一
般
常
識
か
ら
外
れ
た
こ
と

を
せ
ず
、
単
位
を
き
ち
ん
と
取
っ

て
い
れ
ば
、
４
年
間
は
何
事
も
な

く
過
ぎ
る
。
人
付
き
合
い
が
心
配

な
人
も
多
か
ろ
う
が
、
自
分
に
合

っ
た
部
活
や
サ
ー
ク
ル
に
入
れ
ば
、

気
の
合
う
仲
間
は
す
ぐ
で
き
る

ど
の
部
活
が
良
い
か
迷
っ
て
る
？

新
聞
総
部
な
ん
て
ど
う
か
な
。
学

生
会
館
新
館
３
階
の
部
室
へ
、
気

軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

783号 783号 783号 

― 新入生に
正しい情報提供を ―

関西学院　院長　ルース・Ｍ・グルーベル
ご入学おめでとうございます。関西学院を代表し、新入生の皆様を心より歓迎いたします。

今年、創立120年を迎える関西学院は、この長い歴史を継承しつつ、21世紀に貢献できる世

界市民を育成する使命を果たすため、努力をしています。関西学院は「学びと探求の共同体」

であり、ここでの教育には皆様の積極的な参加が必要です。関西学院にいる間に自分の能力

を磨き、人間性を豊かに養ってください。キリスト教主義に基づく教育により、思いやりと

高潔さを身につけ、スクール・モットー「Mastery for Service」をいかに体現できるのか考

えてください。世界のどこにいても認められる将来の「あなた」を想像し、それを人生の目

標として、瞬く間に過ぎる4年間をどうぞ有意義に過ごしてください。世界をより良くして

いこうと共に考える仲間の一人として、皆様の実りの多い大学生活をお祈りします。

関西学院大学　学長　杉原 左右一
新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめでとうございます。新入生のみなさんが大

志を抱き、関西学院大学でその実現に向けて互いに切磋琢磨し、21世紀の世界で大きく羽ば

たくことのできる人間に成長されることを願っています。そのために幅広い分野の基礎学力

と、十分な応用力を身につけていただきたいと思います。また、ゼミナールやチャペルアワ

ー、クラブ活動などを通して生涯の師や友人と巡り合われることを願っています。スクー

ル・モットーであるMastery for Service（奉仕のための練達）の精神の下、関西学院大学で

学んだことを活かし、社会に貢献できる人になっていただきたいと思います。皆さんの学生

生活が実り豊かなものとなることを心からお祈りいたします。

大学図書館長　曽我 祐典
新入生のみなさんには、せっかく大学生になったのだから、学問の面白さを知り、教養と

専門知識をしっかり身につけてほしいと思います。そして、日本をさらに知的・文化的に豊

かで、多様な生きかたが選べる寛容な社会にしていく人に育ってほしいと思います。世界は

激動していて、いま栄えている企業や産業も何年か先にどうなっているか分かりません。そ

の中でめざすべきは、「即戦力」になることではありません。視野が広く柔軟な思考ができ、

状況の変化に対応する能力があり、人を動かすことのできる言語能力と人間的魅力をそなえ

ている、そういう人になることでしょう。そのためには、なによりも授業が大事です。図書

館にも来てください。わくわくするような本が山ほどあります。高度なデータ検索ができま

す。音楽CDや映画のDVDほか楽しいものもたくさんあります。

応援団長　山川 卓哉
ご入学おめでとうございます。恐らくこの4年間で学生生活が終わりになる方も多いかと

思います。ですから、この関西学院大学で学生でしかできない、何か夢中で打ち込めること

をやってください！　それは皆さんにとって一生の宝物になるはずです。
ポプラは羽ばたく♪

お祝いの言葉
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「
難
易
度
は

「
難
易
度
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例
年
通
り
」

　
　
　
例
年
通
り
」 

「
難
易
度
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「
難
易
度
は 

　
　
　
例
年
通
り
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例
年
通
り
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「
難
易
度
は

「
難
易
度
は 

　
　
　
例
年
通
り
」

　
　
　
例
年
通
り
」 

「
難
易
度
は 

　
　
　
例
年
通
り
」

入
試
結
果
速
報

入
試
結
果
速
報 

入
試
結
果
速
報 

ち
ろ
ん
関
学
も
例
外
で
は
な
い
。

最
近
、
関
学
は
定
員
を
確
保
す
る

た
め
に
い
く
つ
か
ユ

ニ
ー
ク
な
広
報
戦
略

を
打
ち
出
し
た
。
そ

の
１
つ
が
「
ス
カ
イ

セ
ミ
ナ
ー
」
で
あ
る
。

ス
カ
イ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

日
本
航
空
の
機
内
誌

「SK
Y
W
A
RD

」
で

定
期
連
載
さ
れ
て
い

る
大
学
広
告
だ
。
内

容
は
、
関
学
の
教
員

が
自
分
の
専
門
分
野

に
つ
い
て
説
明
す
る

と
い
う
も
の
で
、
関

学
校
歌
が「
空
の
翼
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
飛
行
機
内
で
の

広
報
を
行
っ
て
い
る
。
関
学
は
関

西
以
外
で
の
知
名
度
が
低
く
、
こ

の
戦
略
は
知
名
度
ア
ッ
プ
に
大
き

く
貢
献
し
そ
う
だ
。同

じ
よ
う
な
理

由
で
、
今
度
は
新

幹
線
の
中
に
も
大

学
広
告
が
設
け
ら

れ
た
。
新
幹
線
を

利
用
し
た
方
な
ら

わ
か
る
と
は
思
う

が
、
各
車
内
ド
ア

の
上
部
に
は
１
行

サ
イ
ズ
の
電
光
掲

示
板
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ス

ペ
ー
ス
は
広
告
と

し
て
も
提
供
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で

関
学
は
、
新
設
さ
れ
る
教
育
学
部

や
聖
和
大
と
の
合
併
で
幼
稚
園
が

新
た
に
加
わ
る
こ
と
な
ど
を
宣
伝

１階 ２階 

３階 ４階 

飛行機で 新幹線で 
関学の新たな広報戦略 

大
学
全
入
時
代
と
い
わ
れ
る
昨

今
だ
が
、
実
は
ほ
と
ん
ど
の
大
学

で
定
員
割
れ
が
起
き
て
い
る
の
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
少
子
化
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
大
学
が
活

発
に
新
学
部
を
設
立
し
た
せ
い
で

入
学
定
員
数
が
増
え
、
受
験
者
数

を
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
も

▼
前
田
　
悠
さ
ん
（
商
学
部
）

自
宅
か
ら
も
近
く
、
ま
た
校
舎

が
美
し
い
こ
と
も
関
学
を
志
望
す

る
理
由
の
一
つ
だ
っ
た
。
将
来
の

た
め
に
大
学
在
学
中
は
多
く
の
資

格
を
と
り
、
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
り
た
い
。

▼
中
野
友
理
さ
ん
（
経
済
学
部
）

倍
率
も
高
か
っ
た
た
め
、
ま
さ

か
合
格
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
幼
い
時
か
ら
ア
フ
リ
カ

に
興
味
が
あ
り
、
大
学
で
は
ア
フ

リ
カ
の
経
済
に
つ
い
て
学
び
た

い
。

▼
大
石
彩
加
さ
ん
（
文
学
部
）

合
格
し
た
こ
と
を
母
か
ら
の
メ

ー
ル
で
知
り
、
驚
き
の
あ
ま
り
呆

然
と
し
た
。
日
本
史
学
に
興
味
が

あ
る
の
で
大
学
で
は
幕
末
や
明
治

に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
知
識
を
つ

け
た
い
。

▼
樋
口
真
美
さ
ん（
総
合
政
策
学
部
）

周
囲
か
ら
の
心
配
が
大
き
く
、

不
安
だ
っ
た
。
合
格
で
き
て
本
当

に
う
れ
し
い
。
英
語
が
好
き
で
将

来
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
ス
テ
ス
に
な
り

た
い
。
そ
の
た
め
在
学
中
、
世
界

に
目
を
向
け
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目
を

養
い
た
い
。

▼
三
島
茄
乃
子
さ
ん

（
社
会
学
部
）

自
分
の
成
績
に

自
信
が
な
く
、
合

格
で
き
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ

た
。
関
学
で
は
幅

広
く
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
た

い
。
サ
ー
ク
ル
は

軽
音
に
入
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

▼
山
下
七
海
さ
ん

（
法
学
部
）

入
試
課
の 

　
　
総
評 

合
格
を
知
っ
た
時
、「
終
わ
っ

た
！
」
と
思
っ
た
。
勉
強
か
ら
の

開
放
感
が
あ
り
既
に
車
の
免
許
も

取
っ
た
。
政
治
に
興
味
が
あ
る
た

め
、
国
際
政
治
学
科
を
選
ん
だ
。

政
治
に
つ
い
て
深
い
教
養
を
身
に

つ
け
た
い
。

好
調
な
結
果
だ
っ
た
。
学
部
ご
と

の
志
願
者
数
も
あ
ま
り
大
き
な
増

加
、
減
少
は
見
ら
れ
な
い
、
い
つ

も
通
り
の
人
数
だ
っ
た
。
今
回
の

試
験
の
難
易
度
は
２
月
６
日
の
も

の
が
難
し
か
っ
た
が
、
他
の
試
験

は
例
年
通
り
だ
っ
た
。「
国
公
立

大
学
を
目
指
す
受
験
生
も
関
学
に

併
願
す
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
併
願
者
の
志
願
者
実

数
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
学
に
入
学
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
受
験
生
が
多
く
な
っ
て

き
た
」
と
担
当
者
は
語
っ
た
。

今
年
か
ら
新
設
さ
れ
る
教
育
学

部
に
つ
い
て
担
当
者
は
「
関
学
周

辺
に
教
育
学
部
が
な
く
、
そ
れ
目

当
て
の
受
験
生
が
受
け
て
き
た
。

ま
た
初
代
学
長
の
ラ
ン
バ
ス
を
始

め
と
す
る
教
師
が
創
っ
た
関
学
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
合
致
し
て
、
今
回
は

新
設
に
成
功
し
た
」
と
評
価
を
し

て
い
る
。

一
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る

関
学
独
自
入
試
方
式
に
つ
い
て
、

担
当
者
は
最
後
に
「
大
学
は
産
業

で
は
な
い
。
学
問
を
究
め
る
た
め

の
場
で
あ
る
。
た
だ
『
や
ら
さ
れ
』

て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら

『
や
る
』
精
神
を
持
っ
て
大
学
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
高
校
と

は
ま
た
違
っ
た
、
新
し
い
生
活
に

幅
を
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

今
年
度
の
志
願
者
数
は
述
べ
５

万
９
３
６
人
、
合
格
者
数
は
１
万

２
９
１
６
人
。前
年
の
志
願
者
数
、

合
格
者
数
と
比
べ
、
約
４
％
増
と

合
格
者
の 

喜
び
の
声 

Ⅵ号館遂に竣工Ⅵ号館遂に竣工 
神戸三田キャンパス 

Ⅵ号館遂に竣工 
こ
の
度
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
Ⅵ
号
館
が
竣
工
さ
れ
た
。
多

く
の
学
生
が
通
る
西
門
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
乗
降
場
か
ら
正
面
に
見
え

る
立
派
な
面
持
ち
の
建
物
だ
。
し

か
し
、
Ⅵ
号
館
の
存
在
を

知
っ
て
い
る
学
生
は
多
く

と
も
、
Ⅵ
号
館
の
内
部
を

知
っ
て
い
る
学
生
は
そ
う

多
く
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
我
々
は
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
担
当
者
の

方
に
Ⅵ
号
館
に
つ
い
て
話

を
聞
い
て
き
た
。

ま
ず
、
竣
工
の
理
由
に

つ
い
て
聞
く
と
「
総
合
政

策
学
部
と
理
工
学
部
の
学

科
増
設
に
伴
う
学
生
数
の

増
加
が
主
な
理
由
で
す
。

学
科
、
学
生
数
の
増
加
に

応
じ
て
、
大
学
の
設
備
も

増
設
さ
れ
ま
し
た
」
と
の

答
え
を
も
ら
っ
た
。

次
に
、
Ⅵ
号
館
の
内
部
の
施
設

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と

聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
４
階
建
て

の
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
理
工

学
部
担
当
と
研
究
推
進
社
会
連
携

機
構
が
在
籍
す
る
事
務
室
が
１
階

に
で
き
ま
し
た
。
講
義
室
は
４
室

あ
り
、
Ⅵ
―

１
０
１
講
義
室
は
６

３
０
人
以
上
が
着
席
可
能
で
す
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
一
番
大
き
か
っ

た
Ⅱ
―

２
０
１
講
義
室
よ

り
も
３
８
０
席
ほ
ど
多

く
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
で
最
も
大
き
い
講
義
室

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
教

室
で
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
３
、
４
階
に
は
図
書

館
が
移
転
さ
れ
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
移
転
さ
れ
た

従
来
の
図
書
館
は
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
質
問
に
は

「
主
に
総
合
政
策
学
部
の

研
究
室
に
変
わ
り
ま
す
。

ゼ
ミ
室
、
メ
デ
ィ
ア
研
究

室
、
総
合
政
策
学
部
･
理
工
学
部

共
用
の
教
室
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
増
設
さ
れ
る
学
科
に

対
応
し
た
教
室
も
増
え
ま
す
」
と

の
返
答
だ
っ
た
。

最
後
に「
Ⅵ
号
館
だ
け
で
な
く
、

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
こ
れ
か
ら
も

変
化
が
あ
り
ま
す
。
施
設
増
築
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
よ
り
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
ま

す
の
で
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ

い
」
と
学
生
へ
の
一
言
を
も
ら
っ

た
。

Ⅵ
号
館
の
竣
工
に
よ
り
、
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
明
日
で
の
生
活
は

今
ま
で
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
続

け
る
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
と
も

に
、
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

も
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
わ
り
続

け
る
だ
ろ
う
。

知名度向上へ 

より充実したキャンパスを目指して

協力してくれた皆さん

し
て
い
る
。
関
学
を
あ
ま
り
知
ら

な
い
関
東
圏
の
人
間
に
も
広
く
知

っ
て
も
ら
う
の
が
目
的
だ
。

こ
の
よ
う
な
広
報
が
功
を
奏
し

た
の
か
、
関
学
は
こ
こ
数
年
志
望

者
数
が
伸
び
定
員
割
れ
は
起
き
て

い
な
い
。
し
か
し
少
子
化
や
不
況

に
よ
っ
て
、
大
学
側
は
新
た
な
取

り
組
み
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

「SKYWARD」に掲載された記事
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関
西
学
院
中
学
部
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
。
３
年
後
に
迫
っ
た
共
学

化
の
話
で
あ
る
。
高
等
部
は
大
丈

夫
そ
う
な
気
が
す
る
。
明
日
共
学

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
全
く

校
風
が
変
わ
ら
な
さ
そ
う
だ
か
ら

不
思
議
だ
。
し
か
し
、
中
学
部
は

不
安
で
あ
る
。
試
し

に
中
学
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
み

る
と
、
学
校
案
内
の

「
一
貫
教
育
」
の
項

目
は
「
現
在
準
備
中

で
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
心
配
は

募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

初
等
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

「
初
等
部
の
卒
業
生
が
進
学
す
る

時
期
に
合
わ
せ
て
、
関
西
学
院
中

学
部
・
高
等
部
を
順
次
男
女
共
学

化
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

先
日
、
14
時
に
は
帰
る
と
言
っ

て
家
を
出
た
祖
母
が
い
く
ら
経
っ

て
も
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
祖
母

は
足
が
悪
く
、
そ
の
上
心
臓
も
あ

ま
り
良
く
な
い
。「
事
故
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
気
が
気
で
は

な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
祖
母
が

出
か
け
る
時
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
投
げ
や
り
に
言
っ
た
「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」を
深
く
後
悔
し
た
。

結
局
、
祖
母
は
無
事
に
帰
っ
て
き

た
の
だ
が
、
あ
の
時
の
居
て
も
立

っ
て
も
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
を
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
被
害
者

の
家
族
は
事
故
発
生
時
、
ど
の
よ

う
な
思
い
で
家
族
の
帰
り
を
待
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

２
０
０
５
年
４
月
25
日
午
前
９

時
18
分
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
は
尼
崎

駅
近
く
で
脱
線
し
、
１
０
６
名
の

乗
客
と
運
転
士
１
名
が
亡
く
な
っ

た
。
今
年
２
月
25
日
、
私
は
事
故

現
場
に
行
っ
た
。
現
場
は
と
て
も

入
り
組
ん
だ
場
所
で
、
初
め
て
訪

れ
た
私
は
道
に
迷
っ
た
。し
か
し
、

余
裕
の
あ
る
社
会
へ

―
福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
４
年
―

で
も
充
分
に
注
意
が
必
要
な
場
所

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ど
う
し

て
運
転
士
は
こ
こ
で
電
車
の
ガ
ラ

ス
が
振
動
で
震
え
る
程
の
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
た
の
か
。
伊
丹
駅
で
の

１
分
半
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
、
運
転
士
が
異
常
な
程
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

１
分
半
。
た
っ
た
１
分
半
の
時

4月25日の祈り日の祈り 4月25日の祈り 
日進月歩日進月歩  日進月歩  論 説 

２
０
０
９
年
１
月
に
関
学
は
千

里
国
際
学
園
と
合
併
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
関
学
と
千
里
国
際
は

校
風
が
非
常
に
似

て
お
り
、
円
滑
な

交
渉
が
進
ん
だ
と

い
う
。
千
里
国
際

学
園
と
は
別
に

「
大
阪
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
」
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。
学
校

の
名
称
は
合
併
と

同
時
に
「
関
西
学

院
千
里
国
際
学
園

中
等
部
・
高
等

部
」、「
関
西
学
院

大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
」
と
改
名
さ
れ
る
。
そ
し
て

現
在
の
千
里
国
際
学
園
の
校
地

は
、「
関
西
学
院
千
里
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
」と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。

連
携
協
定
の
締
結

に
基
づ
い
て
、
千

里
国
際
学
園
は
関

学
へ
の
推
薦
入
学

枠
を
15
名
設
け
ら

れ
た
。

合
併
を
決
定
し

た
理
由
に
つ
い
て

担
当
者
は
「
最
近

に
な
っ
て
一
貫
教

育
を
取
り
入
れ
て

い
る
学
校
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
校

風
を
一
貫
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
の
求
め
る

人
材
、
育
て
た
い
人
材
を
確
保
す

る
の
に
と
て
も
効
率
的
。
千
里
国

際
学
園
は
帰
国
子
女
を
対
象
と
し

て
い
て
、
関
学
教
育
の
国
際
感
覚

を
養
う
点
に
似
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
学
生
は
関
学
に
安
心
し
て
入

学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
関

学
が
持
っ
て
い
る
ス
タ
イ
ル
を
よ

り
確
立
で
き
る
と
期
待
し
て
い

る
。合

併
後
も
千
里
国
際
学
園
の
根

幹
的
な
教
育
方
針
は
変
わ
ら
な

い
。「
千
里
国
際
学
園
は
キ
リ
ス

ト
教
主
義
の
学
校
で
は
な
い
。
在

校
し
て
い
る
教
職
員
や
生
徒
に
押

し
付
け
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ

し
、
２
０
１
０
年
の
４
月
か
ら
千

里
国
際
学
園
に
も
キ
リ
ス
ト
教
に

基
づ
い
た
授
業
は
取
り
入
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
強
制
で
は
な

く
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
で

あ
り
、
説
明
会
な
ど
で
教
職
員
や

保
護
者
に
も
理
解
を
得
て
い
る
」

と
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
順
調
に
進

ん
で
い
る
。

カ
ー
ブ
を
通
過
す
る
電
車
が
今
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
傾
い
て

い
る
の
を
見
て
「
こ
こ
が
き
っ
と

現
場
だ
」
と
感
じ
た
。（
写
真
）

カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
て
く
る
電
車
は

現
場
の
直
前
ま
で
見
え
ず
、
現
場

を
通
過
す
る
ほ
ん
の
２
秒
前
に
な

っ
て
や
っ
と
姿
を
現
わ
す
。
そ
れ

ほ
ど
急
な
カ
ー
ブ
だ
。
素
人
の
私

わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

被
害
者
の
中
に
は
様
々
な
人
が

い
た
。
就
職
活
動
の
た
め
緊
張
の

面
持
ち
で
電
車
に
乗
っ
た
大
学

生
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
遠
足
の

た
め
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
向
か
っ
て
い
た
高

校
生
、
遠
く
に
住
む
姉
に
久
し
ぶ

り
に
会
い
に
行
く
女
性
、
ま
た
い

つ
も
通
り
会
社
に
向
か
う
た
め
乗

り
込
ん
だ
会
社
員
。
そ
ん
な
多
く

間
を
取
り
戻
す
た
め
に
事
故
は
起

き
た
。
１
分
半
で
一
体
、
人
は
何

が
出
来
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
皆

が
時
計
を
覗
き
、
我
先
に
と
足
を

進
め
る
、
そ
ん
な
余
裕
の
な
い
社

会
が
こ
の
事
故
を
通
し
て
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
電
車
の

遅
れ
も
気
に
し
な
い
心
の
ゆ
と
り

が
私
た
ち
に
あ
れ
ば
、
何
か
が
変

の
人
々
の
当
た
り
前
の
日
常
が
奪

わ
れ
た
。

私
は
人
が
死
に
ゆ
く
時
、
何
か

は
っ
き
り
と
し
た
「
理
由
」
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
老
衰
だ
と

か
、
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
た
め
だ

と
か
、
そ
ん
な
理
由
が
必
要
だ
。

で
な
け
れ
ば
、
死
に
身
を
委
ね
る

こ
と
が
出
来
な
い
で
は
な
い
か
。

し
か
し
２
０
０
５
年
４
月
25
日
、

「
理
由
」
も
な
く
１
０
６
名
も
の

人
々
が
亡
く
な
り
、
５
６
２
名
の

人
々
が
傷
つ
い
た
。
「
ど
う
し

て
？
」
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が

ら
亡
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
Ｊ

Ｒ
西
日
本
が
悪
い
、
運
転
士
と
車

掌
が
悪
い
、
そ
ん
な
風
に
ど
こ
か

一
つ
の
欠
陥
が
引
き
起
こ
し
た
よ

う
な
小
さ
な
事
故
で
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
直
接
の
原
因
は
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
は
被
害
者
の

方
々
に
手
厚
い
保
護
を
続
け
、
事

故
が
風
化
し
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
す
べ
き
だ
、
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
現

代
の
営
利
主
義
社
会
の
あ
り
方
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
利
益
を
求
め

る
あ
ま
り
、「
信
頼
」「
安
全
」
と

い
う
最
も
重
要
な
も
の
を
忘
れ
て

は
い
ま
い
か
。

今
月
25
日
で
事
故
か
ら
４
年
と

な
る
。
こ
の
機
会
に
「
過
去
の
事

故
」
と
し
て
で
は
な
く
、
今
一
度

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
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国
家
公
務
員
と
い
う
言
葉
は
頻

繁
に
耳
に
す
る
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
ど
の
よ
う
な
業
務
に
従
事
し
て

い
る
の
か
は
っ
き
り
と
答
え
ら
れ

る
人
間
は
少
な
い
。
ま
た
、
国
家

公
務
員
に
対
し
て
興
味
は
あ
っ
て

も
そ
れ
を
知
る
手
だ
て
は
意
外
と

少
な
い
。
霞
ヶ
関
セ
ミ
ナ
ー
は
そ

ん
な
理
由
で
困
っ
て
い
る
学
生
を

対
象
に
毎
年
東
京
で
合
宿
を
行

い
、
実
際
に
官
庁
に
勤
め
る
現
役

の
国
家
公
務
員
の
方
た
ち
に
講
義

を
行
っ
て
も
ら
う
。

今
回
の
日
程
は
３
月
９
日
か
ら

始
ま
り
、
関
学
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
を
経
て
10

日
か
ら
の
４
日
間
を
東
京
は
渋
谷

区
に
あ
る
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
過

ご
し
た
。
な
お
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
１
単
位
が

追
加
さ
れ
る
。
参
加
費
は
宿
泊

代
・
食
費
等
を
含
め
て
９
０
０
０

円
（
別
途
交
通
費
）
と
し
て
い
た

が
、
今
回
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ

っ
て
７
９
８
０
円
に
ま
で
下
げ
ら

れ
て
い
た
。
５
日
間
の
日
程
を
考

え
れ
ば
、
こ
れ
は
相
当
に
安
い
と

言
え
る
。

１
日
目
は
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

に
集
ま
り
、
各
自
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
最
後
に
総
合
政
策
学

部
の
中
野
幸
紀
教
授
が
、
自
ら
の

キ
ャ
リ
ア
経
験
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
た
。
２
日
目
は
場
所
を
東
京

に
移
し
て
、
関
学
東
京
丸
の
内
キ

ャ
ン
パ
ス
の
見
学
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
の
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
は

東
京
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
距
離
に

あ
り
、
東
京
に
お
け
る
就
職
活
動

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
梅
田
キ

ャ
ン
パ
ス
と
の
連
携
で
関
東
・
関

西
の
両
方
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

こ
の
見
学
の
後
に
は
ミ
ニ
セ
ミ
ナ

ー
が
行
わ
れ
、「N

EW
S
ZERO

」

で
も
お
馴
染
み
の
村
尾
信
尚
教
授

が
講
演
を
行
っ
た
。

村
尾
教
授
は
大
蔵
省
（
現
財
務

省
）
や
外
務
省
に
勤
め
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
経
緯
か

ら
今
回
の
講
演
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ま
ず
教
授
が
語
っ
た

の
は
国
家
公
務
員
と
い
う
職
業
に

つ
い
て
だ
。
公
務
員
と
名
が
つ
い

て
い
る
だ
け
に
誤
解
さ
れ
が
ち
だ

が
、
中
央
省
庁
に
勤
め
る
国
家
公

務
員
と
い
う
も
の
は
決
し
て
「
９

時
５
時
」
で
帰
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
残
業
で
夜
遅
く
ま
で

残
る
こ
と
が
多
い
の
だ
と
い
う
。

ま
た
新
人
の
頃
は
、
何
か
案
件
を

扱
う
と
き
に
は
必
ず
そ
れ
に
つ
い

て
議
論
し
た
り
、
そ
も
そ
も
の
由

来
を
徹
底
的
に
調
べ
さ
せ
ら
れ
た

り
し
た
そ
う
だ
。
ダ
ム
問
題
に
つ

い
て
語
る
と
き
な
ど
は
、
エ
ジ
プ

ト
に
お
い
て
ダ
ム
が
発
明
さ
れ
た

そ
の
歴
史
か
ら
知
る
こ
と
に
な
っ

た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
教
授
が

ア
フ
リ
カ
の
役
人
か
ら
聞
い
た
話

だ
。
ア
フ
リ
カ
は
発
展
途
上
の
国

で
あ
る
た
め
、
各
国
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
支

援
に
関
し
て
、
多
く
の
国
々
は
見

返
り
を
求
め
た
り
、
ま
た
過
去
に

侵
略
行
為
が
あ
っ
た
り
と
彼
ら
か

ら
し
て
み
れ
ば
手
放
し
で
喜
べ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し

か
し
日
本
は
見
返
り
な
ど
を
一
切

求
め
ず
、
毎
年
支
援
し
続
け
て
く

れ
る
。
日
本
を
「
ト
ゥ
ル
ー
・
フ

レ
ン
ド
」
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
国
家
公

務
員
に
な
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ

取
っ
た
気
が
す
る
。

３
日
目
は
霞
ヶ
関
へ
赴
い
て
省

庁
見
学
を
行
っ
た
。
国
の
中
枢
な

だ
け
あ
っ
て
、
建
物
の
規
模
も
警

備
の
厳
重
さ
も
か
な
り
の
も
の
だ

っ
た
。
次
に
私
た
ち
が
向
か
っ
た

の
は
国
会
議
事
堂
だ
。
実
際
に
議

場
の
中
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
、

傍
聴
席
か
ら
国
会
に
つ
い
て
の
説

明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
４
日

目
に
は
官
庁
か
ら
文
部
科
学
省
、

環
境
省
、
経
済
産
業
省
の
担
当
官

を
招
い
て
の
説
明
会
を
行
っ
た
。

ま
ず
文
科
省
の
説
明
会
で
は
、

自
分
が
ど
こ
に
就
職
す
る
の
か
決

め
る
と
き
は
そ
の
職
場
で
働
い
て

い
る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か

が
重
要
だ
と
説
い
て
い
た
。
次
の

環
境
省
の
説
明
会
で
は
、
民
間
と

公
共
の
違
い
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。
民
間
が
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
な

ら
、
公
共
は
「
審
判
で
あ
り
ル
ー

ル
・
メ
イ
カ
ー
」な
の
だ
と
い
う
。

環
境
省
は
比
較
的
小
規
模
だ
が
、

今
後
社
会
の
中
心
に
環
境
問
題
が

据
え
ら
れ
る
こ
と
で
そ
の
役
割
は

さ
ら
に
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
最
後
に

経
産
省
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

経
産
省
は
「
中
の
下
」
の
規
模
だ

が
、
日
本
産
業
の
９
割
以
上
を
占

め
る
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
、
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
花
火
を

打
ち
上
げ
る
際
な
ど
に
も
安
全
の

保
障
の
た
め
に
業
者
と
相
互
的
に

協
力
し
た
り
と
、
分
野
の
幅
広
さ

が
特
徴
的
だ
。
最
終
日
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
こ
の
５
日
間

で
自
分
た
ち
が
何
を
学
ん
だ
の

か
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ど
う
動
い

て
い
く
の
か
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て
共
有
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
も
の
は

大
き
い
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

富
田
室
長
が
言
っ
て
い
た
よ
う

に
、
た
だ
体
験
す
る
だ
け
で
は
な

く
そ
こ
か
ら
何
か
を
見
い
だ
す
こ

と
が
大
切
な
の
だ
。
こ
の
霞
ヶ
関

セ
ミ
ナ
ー
は
、
そ
の
何
か
を
見
い

だ
せ
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

プチコラム 
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い
る
の
だ
ろ
う
か
。
共
学
化
の
た

め
に
は
校
舎
の
改
築
が
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
百
年
を
越

え
る
ボ
ー
イ
ズ
ス
ク
ー
ル
の
伝
統

を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

例
え
ば
、
中
学
部
に
は
青
島
キ

す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
は
２
０
１
２
年
度
か
ら

中
学
部
が
共
学
に
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
し
か
し
中
学
部
は
現
在

も
従
来
通
り
の
校
風
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
果

た
し
て
共
学
化
の
準
備
は
進
ん
で

ャ
ン
プ
と
い
う
伝
統
行
事
が
あ

る
。
関
西
学
院
所
有
の
無
人
島
で

１
週
間
の
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
共
学
化
し

た
後
は
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
ど
う
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
ム
カ
デ
の
行
き

来
す
る
テ
ン
ト
で
思
春
期
の
女
子

生
徒
を
寝
起
き
さ
せ
る
の
だ
ろ

う
か
。

中
学
部
教
育
は
男
子
生
徒
の

男
性
性
に
対
す
る
信
頼
を
基
盤

と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
女
子
生

徒
が
入
っ
て
く
る
。
今
問
わ
れ

て
い
る
の
は
中
学
部
の
気
概
だ
。

か
つ
て
「
ボ
ー
イ
ズ
ス
ク
ー
ル
の

伝
統
」を
喧
伝
し
て
い
た
学
校
が
、

あ
っ
さ
り
そ
の
看
板
を
捨
て
て
し

ま
う
の
か
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は

柔
軟
性
で
も
整
合
性
で
も
な
い
。

気
概
だ
。

伝
統
に
対
す
る

気
概
を
忘
れ
る
な

国際色、彩る。国際色、彩る。 

千里国際学園　正門

付近を走る福知山線電車

日程の中で省庁見学も行った
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弱
小
チ
ー
ム
が
努
力
に
努
力
を

重
ね
、
つ
い
に
念
願
の
優
勝
を
果

た
す
。
そ
ん
な
ド
ラ
マ
の
よ
う
な

話
が
あ
る
は
ず
が
な
い
、
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

体
育
会
相
撲
部
は
そ
ん
な
経

歴
の
持
ち
主
だ
。
ほ
ん
の
４

年
前
ま
で
弱
小
チ
ー
ム
だ
っ

た
相
撲
部
は
、
ブ
ロ
グ
や
地

域
で
の
活
動
を
通
し
て
部
員

を
増
や
し
、
練
習
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
昨
年
度
西

日
本
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し

た
。相

撲
部
の
現
在
部
員
数
は

４
人
で
新
た
に
部
員
を
募
集

し
て
い
る
。
少
人
数
な
の
で

指
導
も
隅
々
ま
で
行
き
届
く
た

め
、
初
心
者
で
も
入
部
可
能
だ
。

現
に
部
員
の
半
数
は
大
学
か
ら
相

撲
を
始
め
た
人
達
だ
。
活
動
日
は

木
・
日
曜
日
を
除
く
週
５
日
で
、

部
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば
サ
ー
ク

ル
と
の
掛
け
持
ち
も
可
能
。

試
合
は
年
に
大
き
な
大
会
が
２

つ
、
個
人
戦
が
３
つ
あ
り
、
個
人

戦
は
体
重
別
で
65
㎏
〜
な
の
で
相

撲
取
り
体
系
で
な
く
て
も
出
場
で

き
る
。

ま
た
相
撲
部
で
は
毎
年
恒
例
の

素
人
相
撲
大
会
や
須
磨
海
岸
ビ
ー

チ
相
撲
も
企
画
し
て
い
る
の
で
少

し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
見

に
来
て
ほ
し
い
。

相
撲
は
太
っ
て
い
な
い
と
出
来

な
い
と
い
う
先
入
観
を
持
っ

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
相
撲
部
の

部
員
に
会
う
と
そ
れ
が
間
違

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

体
が
小
さ
く
て
も
技
を
磨
け

ば
、十
分
全
国
に
通
用
す
る
。

大
学
で
新
し
い
自
分
を
見
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は

ぜ
ひ
一
度
、
相
撲
部
に
来
て

ほ
し
い
。

部
員
は
男
子
の
み
だ
が
、

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
大
募

集
し
て
い
る
。
興
味
が
あ
る
方
は

新
学
生
会
館
１
階
相
撲
部
部
室

へ
、
ま
た
は
相
撲
部
ブ

ロ
グ
「
関
西
学
院
大
学

相
撲
部
再
生
計
画
！

（h
ttp

:/
/
b
lo
g
.

liv
e
d
o
o
r
.jp

/
kw
angakusum

o/

）」

の
コ
メ
ン
ト
欄
に
記
入

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

部
長
の
日
高
健
人
さ
ん

（
経
４
）
に
直
接
連
絡

を
取
る
こ
と
も
可
能
。

大
学
で
は
自
分
か
ら

動
か
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
。

誰
も
引
っ
張
っ
て
な
ど
く
れ
な
い

の
だ
。
こ
れ
か
ら
大
き
く
前
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
相
撲
部
と
と
も

に
、
あ
な
た
も
勇
気
を
持
っ
て
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
。

【
連
絡
先
】

-----5-1-3-----@
ezw
eb.ne.jp

090-8361-8920

今
、
若
者
か
ら
年
配
ま

で
空
前
の
自
転
車
ブ
ー
ム

だ
。
有
名
百
貨
店
も
駐
輪

場
を
設
置
し
、
若
者
の
関

心
は
高
級
車
か
ら
値
段
も

お
手
ご
ろ
で
動
き
や
す
い

自
転
車
へ
シ
フ
ト
し
て
い

る
。サ

イ
ク
リ
ン
グ
同
好
会

の
取
材
を
し
て
い
る
と
私

ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま

う
。
彼
ら
は
春
休
み
と
夏

休
み
の
活
動
を
主
と
し
、

日
本
各
地
を
自
転
車
で
旅

し
て
い
る
。
決
め
ら
れ
た

集
合
場
所
ま
で
、
各
自
フ

ェ
リ
ー
や
電
車
も
し
く
は

自
転
車
で
行
き
、
そ
こ
か

ら
自
転
車
の
旅
が
始
ま
る

の
だ
。
地
図
を
片

手
に
自
転
車
を
こ

ぎ
、
夜
は
皆
で
自

炊
し
て
テ
ン
ト
で

休
む
。
こ
ん
な
経

験
が
出
来
る
の
は
、
間
違

い
な
く
大
学
時
代
だ
け

だ
。
社
会
人
に
な
れ
ば
、

嫌
で
も
都
会
の
空
気
を
吸

法
学
部
学
生
自
治
会
（
以

下
、
法
自
）
は
法
学
部
生
が

快
適
な
学
校
生
活
を
送
れ
る

た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体

だ
。
レ
ジ
ュ
メ
の
コ
ピ
ー
、

辞
書
や
図
書
の
貸
し
出
し
、

有
名
な
方
々
を
招
い
て
講
演

会
を
開
く
な
ど
幅
広
く
活
動

し
て
い
る
。

今
年
の
４
月
も
法
自
は
数
多
く

の
新
歓
を
用
意
し
て
い
る
。

「Y
es,w

e
cam
p!

」
は
千
刈

キ
ャ
ン
プ
に
て
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
新
入

生
同
士
の
交
流
を
深

め
る
。
夜
に
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
予

定
し
て
お
り
、
よ
り

親
睦
を
築
け
る
だ
ろ

う
。
翌
日
に
キ
ャ
ン

プ
周
辺
で
散
策
と
１

泊
２
日
を
予
定
し
て

い
る
。
日
程
は
25
、

26
日
で
、
受
付
期
間

は
６
〜
22
日
。

１
日
企
画
と
し
て

も
「
夢
を
諦
め
る
な
甲
子
園
！！
に

近
い
浜
で
遊
ぼ
う
」
は
11
日
に
甲

子
園
浜
で
、
も
う
１
つ
の
「
法
学

部
生
の
法
学
部
生
に
よ
る
法
学
部

生
の
た
め
のO

N
E
D
A
Y

〜
み
ん

な
誘
っ
て
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
し
よ
う

ぜ
〜
」
は
４
月
18
日
に

御
前
浜
で
新
入
生
交
流

を
目
的
と
し
て
い
る
。

受
付
期
間
は
、
前
者
は

13
〜
16
日
、
後
者
は
６

〜
９
日
だ
。

新
入
生
に
と
っ
て
履

修
と
は
何
か
、
と
感
じ

る
読
者
も
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
「
履
修
の
い
ろ
は
」

を
活
用
し
て
み
て
は
。

実
施
期
間
も
３
〜
23
日

と
企
画
の
中
で
一
番
長

い
。
何
か
と
複
雑
な
専
門
基
礎
科

目
も
そ
れ
ぞ
れ
法
自
メ
ン
バ
ー
１

人
ず
つ
担
当
が
つ
い
て
、
か
な
り

濃
密
な
履
修
指
導

を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

法
自
に
つ
い
て

興
味
が
あ
る
新
入

生
に
入
学
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も

３
日
に
予
定
し
て

い
る
。
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、

法
自
の
活
動
内
容

の
説
明
、
そ
し
て

新
歓
委
員
長
の
挨

拶
が
あ
る
。

他
に
も
、「
ゼ
ミ

の
集
い
〜
あ
ん
た
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

こ
の
日
で
決
ま
り
〜
」
も
同
じ
ゼ

ミ
同
士
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

新
入
生
に
い
た
せ
り
つ
く
せ
り
の

新
歓
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

だ
。最

後
に
法
自
に
所
属
す
る
、
新

歓
実
行
委
員
会
委
員
長
の
阿
武
修

平
さ
ん
（
法
２
）
に
新
歓
イ
ベ
ン

ト
に
対
す
る
意
気
込
み
を
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
。「
新
歓
実
行
委
員

り
、
遊
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
そ

の
た
め
、
バ
イ
ト
や
趣
味
な
ど
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
活
動
以
外
に
も

様
々
な
挑
戦
が
出
来
る
。

最
後
に
、
部
長
で
あ
る
西
尾
さ

ん
に
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
醍
醐
味

と
は
？
」
と
聞
く
と
「
頑
張
っ
て

自
転
車
を
こ
い
だ
先
に
広
が
る
景

色
と
、
や
っ
ぱ
り
仲
間
と
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
た
。
ま
た
「
10
年
後
に
皆

わ
さ
れ
る
。
今
の
う
ち
に
存
分
に

自
然
と
戯
れ
、
仲
間
た
ち
と
の
最

高
の
思
い
出
を
作
ろ
う
。

入
会
す
る
と
５
万
円
程
度
の
自

転
車
、
ま
た
旅
に
必
要
な
用
具

（
約
２
万
５
千
円
）
が
必
要
と
な

る
。
そ
し
て
合
宿
毎
に
会
費
は
３

万
円
だ
。
今
ま
で
入
る
気
満
々
だ

っ
た
あ
な
た
も
一
瞬
引
い
て
し
ま

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
も
そ
う

だ
っ
た
。
で
も
、
考
え
て
み
る
と

自
転
車
や
用
具
は
一
生
物
だ
。
大

学
４
年
間
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後

も
末
永
く
使
う
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
そ
れ
以
上
に
様
々
な
地
域

を
訪
れ
最
高
の
仲
間
た
ち
と
過
ご

す
日
々
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

だ
。
お
金
に
は
決
し
て
代
え
ら
れ

な
い
。

現
在
、
部
員
は
男
子
11
名
に
女

子
10
名
の
計
21
名
だ
。
活
動
は
基

本
的
に
学
期
中
は
な
く
、
空
い
て

い
る
時
間
や
放
課
後
部
室
に
集
ま

と
集
ま
っ
て
酒
を
飲
み
な
が
ら
、

思
い
出
話
を
し
た
い
」
と
も
話
し

た
。
入
っ
て
絶
対
、
損
は
さ
せ
な

い
。

【
新
歓
予
定
】

４
月
11
日：

花
見

４
月
18
日：

西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
ま
で
自
転
車
で
向
か

い
、
ご
飯
作
り
の
体
験
。

４
月
25
〜
26
日：

淡
路
島

で
１
泊
し
合
宿
体
験
。

【
連
絡
先
】

部
長：

西
尾
　
太
（
法
３
）

puriketsu-ouji.loves_bata
kosan@

ezw
eb.ne.jp

090-3673-6445

会
が
結
成
し
た
の
は
10
月
、
半
年

間
こ
の
た
め
だ
け
に
や
っ
て
き
た

の
で
、
当
日
は
新
入
生
の
皆
さ
ん

を
盛
り
上
げ
ま
す
」
と
全
力
投
球

す
る
気
持
ち
を
あ
ら
わ
に
し
て
い

た
。法

律
や
政
治
な
ど
、
漠
然
と
堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
学
生
は

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
新

歓
を
通
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

蹴
で
き
る
に
違
い
な
い
。

上ケ
原キャンパス上ケ
原キャンパス上ケ
原キャンパス

－ 日本各地を 
　　自転車で旅しよう － 法自の集合写真

迫力の組み合い

昨年の新歓イベント

弱小チームからの脱却

魅力ある企画が
盛りだくさん

一
生
の
思
い
出
を
作
ろ
う
！

相撲部

法学部
学生自治会

サイクリング同好会
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上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
テ
ニ

ス
サ
ー
ク
ル
が
多
く
存
在
す
る

が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
の
１
つ

「K
.G.GREEN

」
を
紹
介
し
よ
う
。

取
材
に
答
え
て
く
れ
た
の
は
会
長

の
山
田
純
也
さ
ん
（
社
３
）
と
渉

上
ケ
原
ハ
ビ

タ
ッ
ト（
以
下
、

上
ハ
ビ
）
は
海

外
活
動
を
主
と

し
て
い
て
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
に

も
参
加
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
だ
。

主
な
活
動
内
容
は
春
と
夏
の
年

２
回
実
施
さ
れ
る
家
の
建
築
作

業
。
何
も
な
い
土
地
か
ら
み
ん
な

で
一
か
ら
造
り
上
げ
る
。
だ
ん
だ

ん
と
家
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
は

造
り
上
げ
た
人
に
し
か
分
か
ら
な

い
達
成
感
が
あ
る
そ
う
だ
。
そ
し

て
孤
児
た
ち
に
食
糧
な
ど
の
物
資

を
提
供
し
た
り
、
勉
強
を
教
え
た

り
と
、
異
文
化
の
中
で
交
流
で
き

る
と
こ
ろ
が
上
ハ
ビ
の
魅
力
的
な

と
こ
ろ
。
国
内
で
の
活
動
は
チ
ャ

リ
ン
コ
プ
レ
ゼ
ン
。
２
年
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
自
転
車
に
乗
っ
て
他

県
か
ら
西
宮
ま
で
に
通
り
か
か
る

学
校
を
訪
問
し
て
、
上
ハ
ビ
の
活

動
を
生
徒
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
企

画
。
今
年
の
出
発
地
点
は
和
歌

山
・
広
島
・
岐
阜
の
３
県
を
予
定

し
て
い
る
。

上
ハ
ビ
を
過
ご
し
て
き
た
な
か

で
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
会
長
の
永
田
敦
志
さ
ん

（
経
３
）
は
「
夏
休
み
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
家
の
建
築
を
手
伝
っ
た

こ
と
で
す
ね
。
自
分
が
助
け
よ
う

と
し
て
、
逆
に
み
ん
な
か
ら
助
け

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
み

ん
な
が
お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
活

動
で
き
た
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
し

た
。
あ
の
時
は
個
人
的
な
走
り
も

あ
っ
て
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

て
い
た
の
も
今
と
な
っ
て
は
良
い

思
い
出
で
す
ね
」
と
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
上
ハ
ビ
の
団
結
の

強
さ
を
語
っ
た
。

も
う
１
人
、
今
回
海
外
活
動
で

指
揮
を
と
っ
た
高
佑
太
さ

ん
（
社
２
）
は
、「
今
回
の

海
外
活
動
は
１
回
生
が
中

心
で
、
最
初
は
漠
然
と
不

安
で
し
た
。
し
か
し
、
周

り
に
気
を
使
え
る
人
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
作
業
は

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日

に
お
別
れ
会
を
開
き
、
現

地
の
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が

自
分
た
ち
の
活
動
を
見
て
、

と
て
も
感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
私
は
た
だ
興
味
が
あ
っ

て
参
加
し
た
の
で
す
が
、
自
分
の

行
動
が
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
し

た
」
と
、
と
て
も
充
実
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

新
歓
は
４
月
19
日
（
予
備
日
26

日
）
に
武
庫
川
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
予
定
し
て
い
る
。
ブ
ー
ス
も
銀

座
通
り
で
開
く
予
定
な
の
で
、
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
は
覗
い
て
み
て
は
い
か
が
。

Student
and

C
am
pus

Supporter

、
そ
の
名
の
と
お
り

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
そ
の
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ク
ル
が

こ
の
Ｓ
Ｃ
Ｓ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｓ
で

は
、
学
生
の
生
活
を
よ
り
良
い
も

の
に
す
る
た
め
に
様
々
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
内
容

と
と
も
に
Ｓ
Ｃ
Ｓ
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
活
動
内
容
に
つ
い
て
代
表

の
方
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
「
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
活
性
化
と
学
生

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
、
活

動
し
て
い
ま
す
。
去
年
は
サ
ー
ク

ル
紹
介
・
留
学
説
明
会
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
総
政
大
合
宿
・
ゼ
ミ
シ

ン
ポ
・
ゼ
ミ
付
き
・
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
実
行
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
新
し
い

企
画
案
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｓ
の
合
宿
・
旅
行

も
夏
と
冬
に
あ
り
ま
す
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

次
に
サ
ー
ク
ル
の
特
徴
に
つ
い

て
聞
い
て
み
る
と
「
や
は
り
企
画

す
る
点
が
他
の
サ
ー
ク
ル
と
異
な

る
と
思
い
ま
す
。
元
か
ら
あ
る
企

画
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
ゼ
ロ

か
ら
作
り
出
す
こ
と
も
あ
る
の

で
、
皆
が
自
分
の
意
思
を
持
っ
て

企
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議

論
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
普
段
は
和
気
あ
い

あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

最
後
に
新
入
生
へ
「
Ｓ
Ｃ
Ｓ
に

入
る
と
、
ス
キ
ル
・
知
識
が
増
え

責
任
感
の
あ
る
人
間
に
な
れ
、
企

画
を
通
し
て
の
連
帯
感
・
達
成
感

を
得
ら
れ
ま
す
。
企
画
と
聞
く
と

難
し
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
先
輩

か
ら
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
ま

す
。
で
す
の
で
、
気
楽
に
入
っ
て

も
ら
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
仲
良
く
企
画
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら

い
受
け
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｓ
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

は
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
な

ら
誰
も
が
一
度
は
お
世
話
に
な
る

主
要
な
も
の
が
多
い
。
Ｓ
Ｃ
Ｓ
の

活
動
で
学
生
生
活
が
よ
り
良
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
方

も
多
い
だ
ろ
う
。
あ
な
た
も
学
生

生
活
の
充
実
の
た
め
に
一
肌
脱
い

で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

【
代
表
者
連
絡
先
】

brq66062@
ksc.kw

ansei.ac.jp
080-1775-6320

外
の
田
中
啓
補
さ
ん
（
文
３
）
だ
。

関
学
内
の
６
つ
の
テ
ニ
ス
サ
ー

ク
ル
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
ク
レ

セ
ン
ト
杯
で
、
昨
春
優
勝
し
た
こ

と
に
加
え
て
関
学
公
認
サ
ー
ク
ル

で
あ
る
こ
と
か
ら
、K.G.GREEN

を
知
っ
て
い
る
人
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

会
員
数
は
42
人
（
２
回
生

男
子
７
人
、
女
子
６
人
、

３
回
生
男
子
６
人
、
女
子

７
人
、４
回
生
男
子
11
人
、

女
子
５
人
）
と
、
ほ
か
の

テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
と
比
較

し
て
も
少
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
中
で
優
勝
で
き

た
背
景
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
人
数
が
少
な
い
こ

と
で
１
人
当
た
り
の
練
習

量
も
増
え
、
上
回
生
に
よ

る
指
導
も
よ
り
行
き
届
き

や
す
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
か
」（
山
田
さ
ん
）「
１
人
ひ
と

り
の
個
性
を
出
し
や
す
く
、
男
女

問
わ
ず
う
ち
と
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
」（
田
中

さ
ん
）
と
の
こ
と
。
人
数
が
少
な

い
こ
と
が
逆
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し

て
い
る
よ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
テ
ニ
ス
だ
け
で
は

な
く
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
飲
み
会
も
、
行
事
と
し
て

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
山
田

さ
ん
に
よ
る
と
、
オ
ン
と
オ
フ
の

使
い
分
け
を
き
ち
ん
と
し
、
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。

K
.G
.G
R
E
E
N

の
活
動
日
は
月

曜
か
ら
金
曜
の
14
時
か
ら
17
時

で
、
こ
の
中
で
自
分
の
授
業
の
都

合
に
合
わ
せ
て
週
２
回
ほ
ど
練
習

に
参
加
す
る
会
員
が
多
い
と
い

う
。
ま
た
、
授
業
が
終
わ
り
次
第

の
途
中
参
加
や
、
早
退
も
で
き
、

学
業
に
差
し
支
え
る
こ
と
は
な

い
。
こ
の
ほ
か
土
日
に
は
自
主
練

習
を
す
る
会
員
も
い
て
、
上
達
の

秘
訣
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
昼
休
み
な
ど
の
活
動
し
て
い

な
い
時
間
帯
に
は
、
第5

別
館1

階

に
あ
る
売
店
前
に
ボ
ッ
ク
ス
が
あ

り
、
会
員
た
ち
は
そ
こ
に
集
ま
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

４
月
５
日
に
はK

.G
.G
R
E
E
N

毎
年
恒
例
の
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン

ト
の
お
花
見
を
夙
川
で
開
催
す

る
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
10.ocn.ne.jp/̃gre

en09/

）
ま
た
は
下
記
の
連
絡
先

ま
で
。

最
後
に
、
会
長
の
山
田
さ
ん
か

ら
新
入
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
っ
た
。「
大
学
に
入
っ
た

ば
か
り
で
い
ろ
い
ろ
と
不
安
で
し

ょ
う
が
、
ぜ
ひ
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

K
.G
.G
R
E
E
N

の
雰
囲
気
を
味
わ

い
に
来
て
く
だ
さ
い
」

【
新
歓
等
の
問
い
合
わ
せ
】

C
heeky-puredanyu1008@
ezw
eb.ne.jp

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
一

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
楽
し
げ
に
野
球
を

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
を
見
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
見
た
こ

と
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
軟
式

野
球
サ
ー
ク
ルSharks

の
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
ん
なSharks

の
副
主
将

へ
の
取
材
か
らSharks

を
紹
介
し

た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
聞

い
て
み
る
と
「
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
週
火
、

水
、
金
曜
日
の
15
時
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
普
段
は
サ
ー
ク
ル
内

の
メ
ン
バ
ー
で
野
球
を
し
て
い
ま

す
が
、
他
大
学
と
練
習
試
合
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、

リ
ー
グ
戦
が
夏
休
み
の
ア
ニ
マ
ル

リ
ー
グ
、
10
月
の
ユ
ニ
ブ
と
２
回

あ
り
ま
す
。
特
に
、
ア
ニ
マ
ル
リ

ー
グ
は
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
野

球
サ
ー
ク
ル
の
チ
ー
ム
と
総
当
た

り
戦
を
し
て
、
関
学
一
の
チ
ー
ム

を
決
め
る
熱
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

相
手
は
上
手
な
人
が
多
い
で
す

が
、
そ
の
分
勝
っ
た
と
き
の
喜
び

は
大
き
い
で
す
。
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
の
人
と
も
仲
良
く

な
れ
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
合
宿
は
３
、
６
、

９
、
11
月
の
計
４
回
あ

り
ま
す
。
仲
の
良
い
メ

ン
バ
ー
で
野
球
、
そ
し

て
そ
の
後
の
食
事
は
本

当
に
楽
し
い
で
す
。
ま

た
、
３
月
に
は
京
セ
ラ

ド
ー
ム
を
貸
し
切
っ
て

野
球
し
ま
す
。
ド
ー
ム

の
中
で
の
野
球
は
、
普

段
と
は
一
味
違
っ
た
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

次
に
、
サ
ー
ク
ル
の
魅
力
に
つ

い
て
聞
い
て
み
る
と
「
三
田
唯
一

の
公
認
野
球
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、

選
手
は
も
ち
ろ
ん
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
多
い
で
す
。
選
手
層
も
ピ
ン
き

り
で
初
心
者
も
多
い
で
す
。
試
合

の
際
に
も
皆
が
満
遍
な
く
出
場
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
皆

で
楽
し
く
野
球
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、メ
ン
バ
ー
の
仲
が
良
い
の
で
、

オ
フ
の
日
で
も
遊
び

の
誘
い
が
来
ま
す
。

楽
し
い
４
年
間
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は

一
度
体
験
入
部
と
し

て
練
習
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

最
後
に
、「
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
不
安
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
う
け
ど
、
一
緒
に

野
球
し
よ
う
」
と
い

う
新
入
生
へ
の
一
言
を
も
ら
っ

た
。サ

ー
ク
ル
全
体
で
野
球
を
楽
し

ん
で
い
るSharks

。
楽
し
い
仲
間

が
あ
な
た
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

【
代
表
者
連
絡
先
】

k
e
n
ta
n
z
-fa
m
ily
...n
o
-

papa.0603@
docom

o.ne.jp

【
副
代
表
連
絡
先
】

yo-ho_kan1128abc_viva.japan_
vv@
ezw
eb.ne,jp

三田
キャンパス三田
キャンパス三田
キャンパス

現地の大学生と協力して作業

K.G.GREENのみなさん

仲の良いSharksの皆さん

京セラドームにて

未経験から始められる ドミノピザSTAFF

ボランティアで 
異文化視野異文化視野を広げる 
ボランティアで 
異文化視野異文化視野を広げる 
ボランティアで 
異文化視野を広げる 

K.G.GREEN

学
生
生
活
を 

支
え
る
人
々 

宗教総部は関学のスクール・モット

ーである「Mastery for Service」
を基に活動している部活です。
関学所有の千刈キャンプで学生リー
ダーとして季節ごとに様々なイベン

トを行う千刈リーダーズクラブ、
輸血を待つ患者さんのために学内で

献血推進を行う献血実行委員会に
分かれ、楽しく活動を行っています。
興味のある方は是非ご連絡下さい。
林 実季（文3）
warble-fable.2h1s3@ezweb.ne.jp

上ケ原
ハビタット

S C S

Sharks
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阪
急
甲
東
園
駅
西
口
す
ぐ
の

「
牛
丼
専
門
店

和
な
ご
み
」。
店
の
あ
れ

こ
れ
を
店
長
に
聞
い
た
。

開
店
は
４
年
前
。
そ
れ
ま
で
店

長
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
「
こ
の
店

を
始
め
る
ま
で
は
料
理
は
ド
素
人

で
し
た
」
と
話
す
。
脱
サ
ラ
し
て

牛
丼
屋
を
開
こ
う
と
考
え
た
の

は
、
関
学
に
仕
事
で
出
入
り
し
て

い
て
「
関
学
周
辺
に
は
学
生
向
け

今
号
か
ら
７
面
で
文
化
総
部
面
が
始
ま
り
ま
す
。
新
聞
総

部
と
文
化
総
部
が
協
力
し
、
作
っ
て
い
く
と
い
う
企
画
で
す
。

文
芸
部
に
よ
る
読
み
切
り
小
説
や
甲
山
落
語
研
究
会
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
な
ど
計
８
団
体
に
よ
る
１
年
間
の
連

載
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
欄
で
は
各
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
企
画
が
あ
れ
ば

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
何
か
イ
ベ
ン
ト
等
あ
る
場

合
は
新
聞
総
部
ま
で
ご
連
絡
を
！

今
後
も
新
聞
総
部
で
は
関
学
生
の
た
め
に
紙
面
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
店
が
少
な
い
な
」
と
感
じ
た
の

が
き
っ
か
け
。
牛
丼
づ
く
り
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
商
品
を
卸
し

て
い
た
飲
食
店
の
人
に
学
び
、
店

名
は
父
親
に
付
け
て

も
ら
っ
た
。

店
名
の
通
り
、
疲

れ
た
学
生
が
食
べ
て

喋
っ
て
和
ん
で
い
け

る
店
に
…
。
そ
ん
な

思
い
も
込
め
て
開
店

し
た
も
の
の
、
初
め

は
店
に
気
づ
い
て
も

ら
え
ず
、
素
通
り
さ

れ
て
ば
か
り
。
こ
の

ま
ま
客
が
入
ら
な
け

れ
ば
ど
う
し
よ
う
か

と
悩
ん
で
い
た
時

に
、
読
売
テ
レ
ビ

「
大
阪
ほ
ん
わ
か
テ

レ
ビ
」
が
お
忍
び
で

「
和
」
を
と
り
あ
げ

る
。
番
組
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の

は
１
分
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
翌
日
か

ら
ド
カ
ッ
と
客
が
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
口
コ
ミ
で
す
っ

か
り
関
学
生
に
広
ま
り
、
今
や
客

の
７
割
が
学
生
。「『
今
日
は
ナ
ゴ

ん
で
く
？
』
み
た
い
に
学
生
が
言

っ
て
く
れ
て
る
の
を
聞
く
と
、
嬉

し
い
し
、さ
ら
に
び
っ
く
り
で
す
」

と
話
す
。

牛
丼
専
門
店
と
看
板
を
掲
げ
る

だ
け
あ
っ
て
牛
丼
（
並
で
３
８
０

円
）
に
は
妥
協
が
な
い
。
企
業
秘

密
の
タ
レ
は
老
若
男
女
問
わ
ず
好

ま
れ
る
よ
う
甘
め
。
肉
は
安
全
な

豪
州
産
を
使
用
。
チ
ェ
ー
ン
店
で

は
有
料
の
卵
も
、「
和
」
で
は
無

料
で
卵
と
じ
に
し
て
い
る
。

「
チ
ェ
ー
ン
み
た
い
に
大
量
仕

入
れ
な
ど
で
コ
ス
ト
削
減
を
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
カ

ツ
カ
ツ
。
で
も
学
生
の
た

め
価
格
は
抑
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
が
、
そ
の
思
い
が

特
に
表
れ
て
い
る
の
が
一

番
人
気
の
「
学
生
定
食
」

で
あ
る
。
牛
丼
大
盛
に
味

噌
汁
と
漬
物
か
キ
ム
チ
が

付
い
て
、
採
算
度
外
視
の

５
０
０
円
。「
人
気
な
の
は

嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
収

益
を
考
え
る
と
…
」
と
店

長
は
苦
笑
を
漏
ら
す
。

牛
丼
一
筋
で
や
っ
て
い

く
予
定
だ
っ
た
が
、
グ
ル

ー
プ
で
来
店
し
た
学
生
の

中
に
牛
丼
が
食
べ
ら
れ
な

い
人
が
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
も
必
要
だ

と
前
々
か
ら
考
え
て
い
た
と
い

う
。
色
々
と
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て

み
て
、
甲
東
園
近
辺
に
は
麺
類
の

店
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
つ

け
麺
に
行
き
着
い
た
。
牛
丼
タ
レ

の
研
究
中
に
偶
然
つ
け
麺
に
合
う

つ
け
汁
が
出
来
た
の
も
理
由
の
１

つ
だ
。

つ
け
汁
に
利
尻
昆
布
を
使
う
な

ど
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、
牛
丼
に
比

べ
る
と
値
段
は
割
高
（
並
で
６
８

０
円
）。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
学

生
に
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
、
麺
は
太
麺
、

量
も
他
店
よ
り
２
倍
ほ
ど
多
く
な

っ
て
い
る
。

関
学
生
へ
は
「
と
り
あ
え
ず
一

度
食
べ
に
来
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

後
輩
や
友
人
に
広
め
て
く
だ
さ

い
。
関
学
生
の
口
コ
ミ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
う
ち
の
将
来
が
か
か
っ
て

ま
す
の
で
」
と
話
す
。
本
紙
に
つ

い
て
い
る
牛
丼
と
つ
け
麺
の
割
引

券
を
持
っ
て
食
べ
に
行
こ
う
。

店
の
オ
ー
ナ
ー
廣
瀬
謙
一
郎
さ

ん
は
、
知
人
の
「
こ
こ
で
商
売
す

る
な
ら
た
こ
焼
き
が
い
い
」
と
の

勧
め
で
、
弟
の
紀
彦
さ
ん
と
初
め

て
の
た
こ
焼
き
作
り
に
挑
戦
し

た
。
し
か
し
初
め
て
と
は
い
っ
て

も
、
こ
こ
の
た
こ
焼
き
は
本
場
大

阪
の
た
こ
焼
き
に
引
け
を
と
ら
な

い
。
定
番
の
文
句
だ
が
、
外
が
カ

リ
カ
リ
中
は
ふ
わ
ふ
わ
の
生
地
に

毎
日
大
阪
の
東
部
市
場
で
仕
入
れ

て
い
る
と
い
う
瀬
戸
内
海
の
た
こ

が
入
っ
て
い
る
。
多
種
類
の
ソ
ー

ス
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
、
１
つ
１
つ

好
み
の
味
付
け
を
で
き
る
の
も
嬉

し
い
。

た
こ
焼
き
屋
さ
ん
と
い
っ
て
も

メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
。
廣
瀬
さ
ん
の

「
け
ん
ち
ゃ
ん
の
た
こ
焼
き
屋

さ
ん
」
は
昨
年
12
月
末
に
誕
生
し

た
新
し
い
食
堂
だ
。
関
学
の
正
門

を
出
て
徒
歩
約
１
分
、
関
学
前
の

郵
便
局
の
す
ぐ
下
に
あ
り
、
し
ゃ

れ
た
外
観
と
内
装
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
あ
る
。
と
り
わ
け
大
学

の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
店
の
中
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上

に
お
洒
落
な
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
る
な
ど
若
者
ウ

ケ
が
よ
さ
そ
う
だ
。

お
勧
め
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
（
６
０
０
円
）

と
ポ
ー
ク
ラ
イ
ス

（
６
０
０
円
）
で
あ
る
。

「
ゆ
く
ゆ
く
は
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
中
心
の
店

に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、

今
後
の
抱
負
も
語
っ

て
く
れ
た
。
自
慢
の

カ
レ
ー
は
甘
口
で
野

菜
が
柔
ら
か
く
煮
込

ん
で
あ
り
、
口
の
中

で
と
ろ
け
る
よ
う
だ
。
肉
は
神
戸

の
黒
毛
和
牛
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
か
ら
、
お
い
し
く
な
い
わ
け
が

な
い
。
ポ
ー
ク
ラ
イ
ス
は
ご
飯
の

上
に
豚
の
焼
き
肉
が
の
っ
て
お

り
、味
付
け
も
甘
く
ま
ろ
や
か
だ
。

豚
肉
の
旨
味
が
最
大
限
に
引
き
出

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
２
つ
は
店
で
も
人
気
メ
ニ

ュ
ー
で
あ
る
。
量
も
多
め
で
満
足

で
き
る
し
、
値
段
も
か
な
り
の
お

手
頃
だ
。
下
宿
生
も
学
校
、
サ
ー

ク
ル
帰
り
の
学
生
も
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ぜ
ひ
一

度
足
を
運
ん
で
下
さ
い
」
廣
瀬
さ

ん
を
は
じ
め
店
員
の
皆
さ
ん
も
気

さ
く
で
親
切
だ
。
１
人
で
も
友
人

同
士
で
も
、
お
い
し
い
食
事
を
食

べ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過

ご
せ
る
の
で
、
何
度
で
も
訪
れ
た

く
な
る
。
食
後
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー

上
に
並
ぶ
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
か
ら
好

き
な
柄
を
選
び
、
そ
れ
で
挽
き
た

て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
も
で

き
る
。

「
お
客
さ
ん
に
お
い
し
い
と
言

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ
て
み

て
ほ
し
い
。「
お
い
し
い
」
と
何

度
も
言
い
た
く
な
る
は
ず
だ
。

な
ご
み 

牛
丼
専
門
店

牛
丼
専
門
店 

和 

牛
丼
専
門
店 

和 

な
ご
み 

何
と
な
く
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に

１
年
も
消
費
し
て
し
ま
っ
た
。

「
体
験
オ
タ
ク
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
最
近
の
大
学
生
は
い
い

体
験
を
た
く
さ
ん
し
ろ
と
言
わ
れ

て
い
る
が
故
に
、
大
学
な
ど
が
企

画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
頻
繁
に
参
加

す
る
。
し
か
し
そ
こ
で
何
を
学
ん

だ
か
を
聞
か
れ
る
と
、
全
く
答
え

ら
れ
な
い
と
い
う
。
向
上
心
は
大

切
だ
が
、
目
的
意
識
が
な
い
と
得

る
も
の
は
な
い
の
だ
と
私
は
思

う
。
当
て
の
な
い
旅
は
旅
と
し
て

成
立
し
な
い
。
私
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
イ
の
こ
の
言
葉
に
、
そ
ん
な
旅

に
対
す
る
絶
望
感
を
感
じ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

誰
に
で
も
選
択
の
時
は
必
ず
訪

れ
る
。
多
か
れ
少
な
か
れ
、
私
た

ち
は
そ
の
中
か
ら
何
か
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
い
と
ど
ま

る
こ
と
は
別
に
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。
必
要
な
の
は
、
た
と
え
悩
ん

で
も
立
ち
止
ま
ら
な
い
精
神
力
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

者
と
な
っ
て
パ
リ
に
渡
り
、
と
あ

る
詩
人
と
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ

た
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
大
変
活

動
的
な
性
格
で
、
戦
争
に
も
積
極

的
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
体
験
は
ハ

メ
ッ
ト
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
続
く

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
文
学
の
原
点
と

な
っ
た
彼
の
小
説
に
も
表
れ
て
い

る
。ヘ

ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
小
説
家
と

し
て
不
動
の
地
位
を
築
い
た
が
、

晩
年
は
精
神
的
に
不
安
定
と
な

り
、
そ
の
最
期
は
自
殺
で
幕
を
閉

じ
た
。
彼
は
自
分
の
進
む
べ
き
道

に
つ
い
て
常
に
悩
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
私
の
場
合
は
大
学
に
入

っ
て
か
ら
が
あ
っ
と
い
う
間
で
、

『
あ
ち
こ
ち
旅
を
し
て
回
っ
て
も 

　
自
分
自
身
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ 

人
生
、
生
き
て
い
れ
ば
誰
に
だ

っ
て
選
択
の
時
が
訪
れ
る
。
こ
れ

を
読
ん
で
い
る
人
の
多
く
は
、
か

つ
て
大
学
生
に
な
る
と
い
う
道
を

選
ん
だ
だ
ろ
う
。
私
も
そ
の
例
に

漏
れ
ず
、
大
学
へ
進
学
し
た
。
大

学
に
進
ん
だ
か
ら
に
は
何
か
特
別

な
こ
と
を
や
り
た
い
。
そ
う
い
う

思
い
こ
そ
あ
れ
ど
も
、
実
際
は
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
た
た
ら
を
踏

ん
で
い
る
状
態
だ
。

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
１
８
９
９

年
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ
州
に

生
ま
れ
た
。
高
校
を
卒
業
し
新
聞

記
者
に
な
っ
た
が
退
職
す
る
。
そ

の
後
赤
十
字
に
参
加
し
イ
タ
リ
ア

に
向
か
う
も
重
傷
を
負
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
し
て
彼
は
再
び
新
聞
記

学
生
定
食
（
漬
物
付
）

カレーライス

定番の牛丼につけ麺が
加わり、魅力アップ! !

牛丼専門店  和 

牛丼50円引券 
※有効期限2009年5月30日まで 
※1回限り、切り取ってお使い下さい。 

牛丼専門店  和 

つけ麺50円引券 
※有効期限2009年5月30日まで 
※1回限り、切り取ってお使い下さい。 

まろやかなポークライス



「
ほ
う
が

く
」
と
聞
い

て
、
何
を
連

想
す
る
だ
ろ

う
か
。
方

角
？
法
学
？

…
邦
楽
と
い

う
字
を
思
い

浮
か
べ
た
場

合
も
、
そ
の

意
味
を
Ｊ
ポ

ッ
プ
の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
方

は
多
い
。
ど
ち
ら
に
し
ろ
、
な
か

な
か
「
日
本
の
伝
統
音
楽
」
の
こ

と
だ
と
思
う
人
は
少
な
い
。
Ｃ
Ｄ

シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、
ワ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
演
歌
な
ど
の
近

く
に
「
純
邦
楽
」
と
い
う
コ
ー
ナ

ー
が
あ
る
。
そ
の
純
邦
楽
と
い
う

の
が
、
私
た
ち
邦
楽
ク
ラ
ブ
に
と

っ
て
の
邦
楽
な
の
だ
。

で
は
、純
邦
楽
と
は
何
だ
ろ
う
。

ざ
っ
く
り
言
う
と
、
日
本
の
伝
統

―
―
―
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
日
本
人
に

合
わ
な
い
。

よ
く
言
わ
れ
る
言

葉
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
当
は
楽
し
く
、
役

に
立
ち
、
誰
に
で
も

で
き
る
も
の
な
ん
だ
。

事
実
、
言
葉
の
定

義
を
厳
密
に
求
め
、

主
張
を
戦
わ
せ
る
こ

と
に
日
本
人
は
慣
れ

て
い
な
い
。
な
に
よ

り
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い

う
ゲ
ー
ム
に
触
れ
る

機
会
が
そ
も
そ
も
な

い
の
だ
。
高
校
の
授

業
で
仕
方
な
し
に
や

っ
て
も
級
友
と
口
げ
ん
か
に
な
る

の
が
関
の
山
。
打
ち
合
わ
せ
通
り

喋
っ
て
い
る
つ
も
り
が
、
気
付
い

た
ら
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
相
手
方

を
に
ら
ん
で
い
た
り
す

る
。
本
当
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
は
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
で
知
的
な
ゲ
ー
ム
な

の
に
。

で
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

何
が
面
白
い
の
か
。
そ

れ
は
決
め
ら
れ
た
時
間

内
で
自
分
の
頭
を
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
追
い
詰
め
フ

ル
回
転
さ
せ
る
感
覚
に

あ
る
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
は

大
ま
か
に
「
立
論
」「
反

駁
」
の
２
つ
で
で
き
て

い
る
。
言
い
換
え
る
な

ら
「
無
茶
振
り
」
と
「
ツ
ッ
コ
ミ
」

で
あ
る
。「
立
論
」
で
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
の
論
を
構
築
し
、「
反
駁
」

で
相
手
の
そ
れ
を
突
き
崩
す
。
そ

の
応
酬
が
織
り
な
す
白
熱
し
た
頭

脳
戦
こ
そ
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
の

だ
。そ

し
て
な
に
よ
り
「
日
本
人
に

合
わ
な
い
」
か
ら
こ
そ
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
現
代
、
必
要
と
さ
れ
る

力
を
得
ら
れ
る
。
対
話
す
る
力

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」。

自
分
の
思
い
を
よ
り
良
く
伝
え
、

相
手
の
意
図
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
力
だ
。
聞
く
こ
と
か
ら
対
話
は

始
ま
る
。
そ
れ
は
誰
に
で
も
出
来

る
簡
単
な
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
を

学
べ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
決
し
て
難

し
く
な
い
。
こ
の
春
、
新
入
生
に

挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
の
１

つ
で
あ
る
。

こ
の
ご
時
世
に
落
語
っ

て
…大

学
生
の
大
半
が
そ
う
思
う
だ

ろ
う
。
世
間
で
は
、
不
況
と
い
う

言
葉
が
流
行
語
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
落
語
を

見
聞
き
す
る
時
間
も
ゆ
と
り
も
無

い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
間

違
い
で
あ
る
と
声
を
大
に
し
て
言

い
た
い
。
不
況
だ
か
ら
こ
そ
聞
く

の
で
あ
る
。
不
況
だ
か
ら
こ
そ
笑

う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
読
者
の

皆
様
方
に
は
分
か
っ
て
欲
し
い
。

こ
こ
で
、「
落
語
っ
て
面
白
く

な
い
」
と
か
「
お
年
寄
り
し
か
見

て
な
い
」
な
ん
て
言
う
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
だ
め
で
あ
る
。
そ
ん
な

事
言
っ
て
は
色
々
と
だ
め
で
あ

る
。
落
語
は
、
江
戸
時
代
に
安
楽

庵
策
伝
が
基
礎
を
作
っ
て
以
来
、

２
０
０
年
以
上
も
残
る
伝
統
芸
能

だ
。
落
語
が
本
当
に
面
白
く
無
い

の
な
ら
ば
、
平
成
の
こ
の
時
ま
で

残
っ
て
い
る
わ
け
が
な
い
。

落
語
の
面
白
さ
は
、
演
じ
る
人

間
「
演
者
」
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

く
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

漫
才
や
コ
ン
ト
も
同
じ
で
、
話
の

ネ
タ
が
面
白
か
ろ
う
と
も
演
者
一

つ
で
話
の
面
白
さ
は
完
全
に
変
わ

っ
て
く
る
。
お
客
様
に
伝
え
ら
れ

な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
読
み

物
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
落
語
を
見
て
笑
お
う

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
見
る
側
も

話
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
努
力
が

必
要
だ
。「
落
語
な
ん
て
面
白
く

な
い
」
と
思
い
な
が
ら
見
て
い
て

は
、演
者
云
々
は
関
係
な
い
の
だ
。

次
回
は
、
読
者
様
の
落
語
へ
の

興
味
を
少
し
で
も
駆
り
立
て
る
た

め
、「
大
ネ
タ
」
と
い
う
噺
を
紹

介
し
た
い
。
好
き
勝
手
に
書
い
て

み
た
が
、
読
ん
で
い
て
不
快
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
多
数
来
た
ら
、

次
回
は
違
う
書
き
手
が
記
し
ま
す

の
で
大
丈
夫
。
最
後
に
、
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
場
を
提
供
し
て
頂
い

た
新
聞
総
部
の
方
々
に
は
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

問
題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
正

確
に
認
識
し
て
い
て
も
、
そ
の
後

に
「
、」
や
「
。」
を
全
て
入
れ
た

り
、
方
言
、
言
い
損
な
い
や
言
い

よ
ど
み
を
正
し
く
書
き
直
し
た
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
速
記
よ
り

も
多
大
な
労
力
と
時
間
が
必
要
に

な
る
の
で
す
。

そ
の
原
因
は
、
校
閲
、
調
査
、

訂
正
、
通
読
な
ど
の
大
変
な
作
業

を
、
結
局
は
人
間
の
手
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
な
の
で

す
。
た
し
か
に
時
代
は
全
自
動
の

様
相
を
呈
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
鉛
筆
も
紙
も
な
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
鉛
筆
と
紙
、
私
達

の
生
活
か
ら
切
り
離
せ
な
い
こ
の

２
つ
の
道
具
だ
け
で
、
ニ
ュ
ー
ス

さ
え
も
書
き
取
れ
る
こ
と
に
驚
き

ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
は
速
記
と
い
う
も
の
を

御
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

一
言
で
言
え
ば
、
情
報
を
通
常

の
文
字
よ
り
も
早
く
書
く
こ
と
の

総
称
で
あ
り
、
速
記
に
必
要
な
も

の
は
紙
と
鉛
筆
だ
け
で
す
。
２
、

３
年
も
習
え
ば
、
テ
レ
ビ
か
ら
流

れ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
書
き
と
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
速
記
を
職
業
に
す
る
速
記

者
を
養
成
す
る
施
設
が
、
近
年
の

録
音
機
器
や
音
声
認
識
ソ
フ
ト
の

性
能
向
上
に
伴
い
、
平
成
16
年
９

月
に
参
議
院
、
10
月
に
衆
議
院
に

お
い
て
、
生
徒
募
集
を
取
り
や
め

ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
手
で
書
く
速

記
の
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
手
動
か
ら
自
動
へ
の

シ
フ
ト
は
手
を
使
う
速
記
の
意
味

を
な
く
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
音
声
認
識
ソ
フ
ト

は
、
速
記
者
が
議
場
の
声
を
全
て

速
記
し
た
後
に
議
事
録
と
し
て
ま

と
め
る
代
わ
り
に
、
議
場
の
マ
イ

ク
か
ら
声
を
拾
い
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
文
字
に
し
ま
す
が
、
ノ

イ
ズ
が
入
っ
て
い
た
り
、
小
さ
な

声
が
拾
わ
れ
な
か
っ
た
り
、
機
械

の
故
障
に
よ
り
そ
も
そ
も
音
声
を

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
う

的
な
音
楽
の
こ
と
。
楽
器
だ
け
の

演
奏
も
あ
り
、
歌
も
あ
り
、
踊
り

も
あ
る
。
と
に
か
く
沢
山
の
ジ
ャ

ン
ル
が
あ
る
。
関
学
邦
楽
ク
ラ
ブ

が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
箏

（
こ
と
）・
三
味
線
・
尺
八
の
３
つ

の
楽
器
だ
。
お
正
月
に
必
ず
テ
レ

ビ
や
お
店
で
か
か
る
「
春
の
海
」

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ご
存
知
で

あ
ろ
う
。
お
箏
と
尺
八
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
、
日
本
ら
し
い
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
随
分
昔

に
作
ら
れ
た
曲
だ
ろ
う
と
想
像
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
こ

の
曲
が
作
ら
れ
て
か
ら
１
０
０
年

も
経
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
作
曲

者
は
西
洋
音
楽
の
影
響
を
受
け
て

い
る
た
め
、
こ
の
曲
は
私
た
ち
に

と
っ
て
聴
き
心
地
が
い
い
。
昔
の

伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
意
外

に
も
邦
楽
は
新
し
く
進
化
し
て
い

る
の
だ
。
現
代
を
生
き
る
私
た
ち

に
合
う
メ
ロ
デ
ィ
や
音
階
を
取
り

関
西
で
唯
一
の
ク
ラ
ブ
が
関
学

に
存
在
す
る
。
そ
の
ク
ラ
ブ
の
名

は
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ

（
以
下
ハ
モ
ソ
）
だ
。
名
前
だ
け

を
聞
く
と
「
ん
？
小
学
校
で
習
っ

た
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
集
団
で
吹
く

の
？
」
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実

際
は
少
し
違
う
。

部
員
は
約
50
名
、
こ
の

半
数
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹

い
て
い
る
。
ハ
ー
モ
ニ
カ

と
言
っ
て
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
小
さ
い
ハ
ー
モ
ニ

カ
だ
け
で
は
な
く
、
長
さ

約
30
㎝
重
さ
約
８
０
０
ｇ
の

大
き
な
も
の
ま
で
４
種
の

パ
ー
ト
が
あ
り
、
各
パ
ー
ト

に
別
れ
て
練
習
を
し
て
い
く
。

じ
ゃ
あ
残
り
半
数
は
何
を
し
て

い
る
の
か
と
い
う
と
、
関
学
で
は

ハ
モ
ソ
で
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
は
じ
め
、
フ

ル
ー
ト
、
マ
リ
ン
バ
、
ギ
タ
ー
、

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
を
担
当
す
る
。

部
員
一
同
で
奏
で
る
音
楽
は
、
こ

入
れ
て
い
る
た
め
、
聴
い
た
と
き

に
違
和
感
は
少
な
い
。
ま
た
日
本

の
楽
器
で
演
奏
す
る
の
で
、
ど
こ

か
懐
か
し
い
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
、
是
非
一
度
、
邦
楽
を
聴
い
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、

あ
〜
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

な
。
今
の
時
代
に
生
ま
れ
て
よ
か

っ
た
な
。
と
感
じ
て
ほ
し
い
。

の
ク
ラ
ブ
の
名
か
ら
想
像
が
で
き

な
い
く
ら
い
迫
力
満
点
だ
。

そ
ん
な
ハ
モ
ソ
に
入
部
す
る
者

の
中
に
は
音
楽
経
験
者
の
他
に
、

「
中
高
は
運
動
部
で
し
た
」「
楽
譜

が
読
め
な
い
で
す
」
と
い
う
音
楽

初
心
者
も
い
る
。
譜
面
が
読
め
て

も
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
い
け
ま
す
！
」

と
い
う
経
験
者
は
な
か
な
か
い
な

い
。
リ
ズ
ム
や
譜
読
み
な
ど
は
経

験
者
が
教
え
て
あ
げ
る
形
に
な

る
。
だ
か
ら
音
楽
経
験
を
大
学
で

も
活
か
し
た
い
と
い
う
経
験
者
、

大
学
か
ら
音
楽
を
始
め
よ
う
と
思

う
初
心
者
ど
ち
ら
に
で
も
も
っ
て

こ
い
の
環
境
で
あ
る
。

主
に
あ
る
大
き
な
演
奏
会
と
し

て
は
、
５
月
に
あ
る
ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

と
12
月
に
あ
る
定
期
演

奏
会
だ
。
部
員
は
皆
こ

の
演
奏
会
に
向
け
て

日
々
練
習
を
続
け
る
。

練
習
日
は
月
、
水
、
金

と
週
３
回
だ
が
内
容
は

濃
い
。
皆
が
一
緒
に
な

っ
て
つ
く
る
演
奏
会
で

あ
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が

重
要
と
な
っ
て
い
く
。
自
分
の
力

を
出
し
た
分
、
達
成
感
や
成
長
が

大
き
な
も
の
と
な
る
。

何
か
を
他
の
誰
か
と
一
緒
に
成

し
遂
げ
た
い
、
音
楽
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
人
に
は
お
薦
め
の
ク
ラ

ブ
で
あ
る
。

■
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
■

新
入
生
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
・
４
月

９
日（
木
）、
10
日（
金
）
２
日
と

も
12
時
50
分
〜
よ
り
マ
マ
上
ホ
ー

ル
（
旧
学
生
会
館
２
階
）

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９

５
月
23
日（
土
）
開
場
17
時
30
分

開
演
18
時
（
予
定
）
尼
崎
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
オ
ク
ト

■
写
真
部
■

４
月
13
日（
月
）〜
４
月
17
日（
金
）

に
会
議
室
５
に
て
新
歓
展
と
し
て

「
出
発
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真

展
予
定

■
ユ
ネ
ス
コ
研
究
部
■

新
歓
コ
ン
パ
・
４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
の
金
曜
日（
未
定
）

新
歓
遠
足
・
５
月
９
日
か
10
日

（
未
定
）
奈
良
に
行
く
予
定

新
歓
キ
ャ
ン
プ
・
５
月
30
日
と
31

日
の
１
泊
２
日
。
甲
山
青
少
年
自

然
の
家
で
キ
ャ
ン
プ

興
味
を
も
た
れ
た
方
はkw

ansei
_unesco@

yahoo.co.jp

ま
で

昨
年
の
夏
、
我
が
大
学
で
起
こ
っ
た
例
の
事
件
に
つ
い
て
、
様
々
な

者
が
口
を
開
い
た
り
閉
ざ
し
た
り
し
て
き
た
。
そ
れ
も
年
明
け
か
ら
こ

ち
ら
、
や
っ
と
沈
静
化
し
て
き
た
感
が
あ
る
。

事
件
の
内
容
を
今
更
述
べ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
皆
知
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
。

あ
の
日
、
あ
の
時
、
私
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
た
。
部
室
で
遅
く
ま
で

作
業
を
し
て
い
た
の
だ
。
二
十
時
三
十
分
…
…
警
察
の
調
べ
が
正
し
け

れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
私
が
学
生
会
館
を
出
た
時
刻
に
、
事
件
は
起
こ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
当
然
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
闇
が
そ
っ
と
降
り
て
い
て
、
学

生
の
姿
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
等
間
隔
を
空
け
て
立
つ
電
灯
だ
け
が
青
い

光
を
放
っ
て
い
た
。

少
し
く
幻
想
的
な
光
景
に
、
私
は
い
つ
も
よ
り
歩
み
を
緩
め
て
い
た
。

呑
気
な
漫
歩
の
た
め
に
そ
れ
を
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
考

え
て
み
れ
ば
皮
肉
な
こ
と
だ
。

視
界
の
隅
に
、
酷
く
慌
て
た
様
子
の
人
影
が
映
っ
た
。
と
う
に
閉
館

時
刻
を
過
ぎ
て
い
る
は
ず
の
Ｆ
号
館
か
ら
、
走
り
出
て
く
る
者
が
あ
っ

た
。
地
面
を
這
う
電
灯
の
光
が
、
一
瞬
そ
の
顔
を
照
ら
し
た
。
そ
の
時

の
私
は
僅
か
に
首
を
傾
げ
る
程
度
だ
っ
た
。

翌
日
、
事
件
を
知
っ
て
、
ぞ
っ
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

見
慣
れ
た
顔
だ
っ
た
の
だ
。
Ｆ
号
館
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
授
業
で

よ
く
見
る
、
あ
の
顔
だ
っ
た
。

私
は
悩
ん
だ
。
こ
の
こ
と
を
誰
か
に
告
白
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
悩
ん

だ
ま
ま
に
数
日
を
過
ご
し
た
。

湯
に
つ
か
り
な
が
ら
、
私
は
露
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
天
井
を
ぼ
ん
や
り

見
上
げ
た
。
ゆ
る
ゆ
る
と
体
を
温
め
な
が
ら
、
私
は
随
分
長
い
間
、
風

呂
に
入
っ
て
い
た
気
が
す
る
。
季
節
を
幾
つ
も
越
え
、
何
年
も
の
間
、

私
は
湯
の
中
に
体
を
縮
こ
ま
ら
せ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。
も
ち
ろ
ん

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
わ
け
で
、
実
際
に
は
半
時
間
ほ
ど
だ
っ
た
ろ
う
。

濡
れ
た
髪
を
拭
き
な
が
ら
テ
レ
ビ
に
目
を
や
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

映
像
が
流
れ
て
い
た
。
犯
人
が
捕
ま
っ
た
と
い
う
報
道
だ
っ
た
。
そ
れ

は
私
の
見
た
顔
で
は
な
か
っ
た
。
見
覚
え
の
な
い
講
師
の
そ
れ
。

私
は
テ
レ
ビ
の
前
に
へ
た
り
こ
ん
だ
。
世
の
中
に
は
、
風
呂
に
入
っ

て
い
る
間
に
、
変
わ
っ
て
し
ま
う
事
実
が
あ
る
。
私
は
そ
う
し
て
、
な

ぜ
か
沈
黙
を
通
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

数
ヶ
月
、
事
態
は
二
転
三
転
し
た
。
講
師
は
誤
認
逮
捕
と
釈
放
さ
れ
、

代
わ
り
に
ま
た
別
の
者
が
疑
わ
れ
た
。
事
実
は
何
度
も
入
れ
替
わ
っ
た
。

け
れ
ど
も
一
度
も
、
あ
の
顔
は
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ

け
は
、
決
し
て
事
実
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

事
実
と
さ
れ
な
い
理
由
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
に
も
わ
か

っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
あ
る
限
り
、
私
が
声
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で

意
味
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
。

だ
が
、
闇
に
向
か
っ
て
ひ
た
ひ
た
と
歩
い
て
い
く
真
実
を
、
黙
っ
て

見
送
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
こ
の
手
紙
を
書
か
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
の
だ
。

闇
の
中
に
消
え
て
い
く
あ
の
顔
を
、
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
う
、
あ
な
た
の
顔
を
。

こ
れ
を
読
ん
で
あ
な
た
が
ど
う
い
う
行
動
を
取
る
か
、
そ
れ
は
知
ら

な
い
。
風
呂
に
で
も
入
っ
て
、
忘
れ
て
く
れ
た
っ
て
い
い
。
私
に
し
た

っ
て
、
他
に
公
表
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
私
は
あ
の
日
の
分
ま
で
、

駆
け
足
で
、
真
実
の
肩
を
少
し
で
も
叩
き
た
い
の
だ
。
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イ
ベ
ン
ト
情
報

目
　
撃
　
　
鉢
崎
御
飯 

速
記
研
究
部 

邦楽クラブ 

ディベートクラブ 

ディベートって何？ 

ハーモニカ・ソサイアティ 

甲
山
落
語
研
究
会 

書
道
部 

「
木
簡
」（
竹
馬
牧
子
） 

部
員
約
50
名
、
旧
学
生
会
館
２
階
和
室
５
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

毎月第２木曜（４/９、５/１４）１８時から難波Club SAOMAIで行われて
いるクラブイベントBanquetのDJ YONEKURAがオススメの音楽を紹
介するこのコーナー!! 今回は、音楽の趣味が合う友達を探すも見つから
ない残念な新入生に捧げる!! らしい。ちなみに、この新聞をイベントに
持って行くといい事あるかも!? 詳細はこちらhttp://taka８４uk.
buzzlog.jp/

前作が国内のみならず海外でも高い評価
を得たH・B・Tの待望の２ndアルバムが到
着!! 前作の怒涛のように重なり押し寄せる
奇跡のサンプリング・サウンドにもさらに
磨きがかかり、今回は、初となるボーカル
トラックにも挑戦!! このタイミングで、こ
の作品に出会えた事に感謝!!
Myspace: http://www.myspace.com/handsomeboy
techniquejpn

HANDSOMEBOY
TECHNIQUE

“TERRESTRIAL
TONE CLUSTER”

ほんのり土の香りが漂うドカドカした
ドラムに、歌うようなハーモニカのメロ
ディー。それらが紡ぎだす、イノセント
なフィーリングに包まれた奇跡のサウン
ドにのせて、彼らが伝えたかったのはた
だ１つ、「あの娘のほっぺにキスがした
い!」う～～ん!! 甘酸っぱ～い!!
Myspace: http://www.myspace.com/desmon
dandthetutus

DESMOND &
THE TUTUS

“KISS YOU ON
THE CHEEK”

チェックのシャツがトレードマークの若
き天才が辿り着いたのは、月と太陽が融
け合う黄昏時の砂浜だった。トロピカ
ル・ムードあふれる泣きメロとラテンビ
ートを手に入れた彼が向かう先は果たし
て......。現在製作中と噂の２ndアルバムが
待ち遠しくなる１曲。
Myspace: http://www.myspace.com/jackpenate

JACK PENATE
“TONIGHT’S
TODAY”
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分
が
将
来
ど
う
な
り
た
い
の
か
、

い
わ
ゆ
る
自
己
分
析
を
し
、
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
常
に

明
確
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
入
学
し
た
て
の
１
回

生
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
に
慣

れ
、
だ
ら
け
て
き
た
２
、
３

回
生
も
今
か
ら
行
動
を
起
こ

す
こ
と
だ
。

な
ど
と
書
い
た
が
そ
こ
ま

で
意
識
し
て
い
る
大
学
生
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
就
活
を
見
据
え
て

大
学
生
活
を
送
ろ
う
と
す
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
就

活
で
の
「
ネ
タ
」
に
、
と
留

学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
人
も

い
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
本
気
で

取
り
組
む
人
達
に
と
て
も
失
礼
な

就
職
活
動
の
始
ま
る
時
期
は

今
、
大
学
３
回
生
の
秋
か
ら
だ
。

10
数
年
前
は
４
回
生
の
夏
だ
っ

た
。
就
職
協
定
の
廃
止
に
よ
る

も
の
と
原
因
は
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
日
本
経
団
連
は
「
大
学

卒
業
予
定
者
・
大
学
院
修
了
予

定
者
等
の
採
用
選
考
に
関
す
る

倫
理
憲
章
」
を
発
表
し
、
早
期

就
職
活
動
が
大
学
生
に
と
っ
て

大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る

今
、
大
学
も
そ
の
対
応
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
我
々
の
関
学
も
例
外

で
は
な
い
。

関
学
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
い
う
部
署
が
あ
り
、
そ
こ
で
就

職
支
援
な
ど
を
し
て
く
れ
る
。
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
学
生
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
２
階
、
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
Ⅵ
号
館
の
１
階
に

そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
開
館
時
間
は
平

日
な
ら
午
前
が
８

時
50
分
か
ら
11
時

30
分
ま
で
、
午
後

が
12
時
30
分
か
ら

16
時
50
分
。
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

も
開
館
時
間
は
違
う
が
分
室
が
あ

る
。
ま
た
東
京
の
丸
の
内
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
就
活
支
援
を
し
て
い

る
。
荷
物
を
置
け
る
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
、
証
明
書
発
行

が
利
用
で
き
る
。
２
月
か
ら
５
月

の
就
活
シ
ー
ズ
ン
に
は
朝
の
７
時

30
分
か
ら
開
館
し
て
い
る
。
夜
行

バ
ス
で
早
朝
に
東
京
へ
着
い
た
と

き
に
利
用
し
た

い
。キ

ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
に
よ
れ
ば
２

０
０
７
年
度
卒
業
生
の
就
職
決
定

率
（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職

決
定
者
の
割
合
）
は
98
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
男
女

別
や
各
学
部
の
就
職
状
況
の
数
字

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
「
キ

ャ
リ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う

も
の
も
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
学
内

外
の
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
求
人
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
こ
れ
を
利

用
し
て
関
学
の
就
活
情
報
を
敏
感

に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
こ
う
。

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
は
ま
ず
、
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
あ
る
。進
路
や
目
標
、

行
動
計
画
を
考
え
る
も
の
だ
。
自

己
分
析
の
始
め
方
セ
ミ
ナ
ー
と
い

う
も
の
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
自
分
を
知
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊

子
も
貰
え
る
そ
う
だ
。
業
界
・
仕

事
の
研
究
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
話
が
聞
け
る
。
そ
の
他
に

も
筆
記
試
験
対
策
講
座
や
文
章
力

強
化
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
本
番
に
近
い

形
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

公
務
員
講
座
、
マ
ス
コ
ミ
就
職
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、
特
定
の
業
界
に
特

化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

ま
ず
は
就
職
活
動
の
流
れ
を
紹

介
し
よ
う
。
始
ま
り
は
大
学
３
回

生
の
秋
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
就
職
情
報
会
社
が
行

う
「
合
同
企
業
説
明
会
」
の
開
催

時
期
だ
か
ら
だ
。
合
同
企
業
説
明

会
で
は
複
数
の
企
業
説
明
を
一
時

に
受
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

就
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
る
こ
と

将
来
に
対
す
る
ぼ
ん
や
り
と
し
た
不
安
―
芥
川
龍
之
介
の
自
殺
の

理
由
だ
。
就
職
活
動
（
就
活
）
中
の
大
学
生
の
多
く
も
ま
た
同
じ
不

安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
世
界
的
大
不
況
の
嵐
は
無
論
大
学

生
に
も
及
ん
で
い
る
。
雇
用
削
減
や
内
定
取
り
消
し
な
ど
我
々
大
学

生
の
未
来
は
暗
い
。
遊
ぶ
気
満
々
の
新
１
回
生
や
春
休
み
に
だ
ら
け

て
し
ま
っ
た
新
２
、
３
回
生
の
諸
君
、
あ
っ
と
い
う
間
に
就
活
シ
ー

ズ
ン
は
や
っ
て
く
る
。
そ
の
時
に
な
っ
て
不
安
に
駆
ら
れ
る
よ
う
で

は
遅
い
。
起
き
ろ
。
関
学
生
。
こ
の
就
活
特
集
で
意
識
改
革
し
て
、

明
る
い
未
来
を
手
に
入
れ
よ
う
！

も
で
き
る
。
こ
れ
に
乗
り
遅
れ
る

と
辛
い
。

年
末
に
は
関
心
の
あ
る
企
業
の

動
き
を
細
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
業
界
は
特

に
動
き
が
早
い
の
で
、
情
報
を
自

分
で
得
な
い
と
エ
ン
ト
リ
ー
す
ら

で
き
な
く
な
る
。
同
時
に
自
己
分

析
や
業
界
研
究
な
ど
、
勝
つ
た
め

の
戦
略
を
練
る
時
期
で
も
あ
る
。

そ
し
て
年
が
明
け
る
と
就
活
は

一
気
に
加
速
化
す
る
。
各
企
業
の

説
明
会
が
毎
日
の
よ
う
に
開
か

れ
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く

な
ど
「
選
考
試
験
」
が
始
ま
る
。

目
的
意
識
を
持
っ
て
臨
ま
な
け
れ

ば
ふ
る
い
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。

正
念
場
だ
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ
２
と
一
般
常
識

化
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
私
達
は
３
回
生
の
秋
か

ら
就
活
を
始
め
て
い
る
。
塩
谷
立

文
部
科
学
大
臣
が
２
月
13
日

に
就
職
協
定
を
復
活
さ
せ
る

意
向
を
示
し
た
が
、
そ
の
仕

事
を
果
す
ま
で
麻
生
内
閣
が

続
く
か
ど
う
か
心
も
と
な

い
。就

職
は
人
生
の
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
。
社

会
に
出
る
第
一
歩
で
あ
り
、

大
学
受
験
よ
り
も
大
切
か
も

し
れ
な
い
。

全
て
の
大
学
生
の
就
活
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
３

回
生
の
秋
か
ら
始
ま
る
の
は
実
質

的
な
就
活
で
し
か
な
い
。
真
の
就

活
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
自

こ
と
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

就
活
で
話
す
こ
と
が
な
い
、
な

ど
と
思
い
な
が
ら
学
生
生
活
を
お

く
っ
て
は
い
け
な
い
。
日
々
の
生

活
の
中
に
も
充
分
に
話
す
べ
き
こ

と
は
あ
る
。「
大
人
」
に
媚
び
る

た
め
の
「
特
別
な
」
経
験
を
す
る

こ
と
に
奔
走
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
に
自
信
を
持
っ
て
あ
り
ふ
れ

た
日
常
を
生
き
よ
う
。
就
活
に
振

り
回
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
人
生

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
普
段

の
生
活
の
中
に
も
転
が
っ
て
い

る
。と

り
あ
え
ず
は
就
活
が
始
ま
る

時
期
が
遅
く
な
る
よ
う
塩
谷
文
部

科
学
大
臣
に
期
待
し
よ
う
。
遊
ぶ

た
め
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
勉

学
に
励
む
た
め
に
も
。

っ
て
自
分
は
…
』
と
マ
イ
ナ
ス
な

気
分
に
な
り
ま
し
た
。
細
か
な
話

で
は
、
梅
田
ま
で
の
定
期
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
説
明
会
や

面
接
で
大
阪
ま
で
足
を
運
ぶ
の
に

交
通
費
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
飛

ん
で
い
っ
た
こ
と
も
大
変
で
し
た

ね
」

―
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は

「
就
職
先
の
決
定
は
突
然
運
命

の
よ
う
に
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
決
ま

っ
て
い
き
ま
す
。
就
活
が
う
ま
く

い
か
な
く
て
も
、
諦
め
ず
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」

―
最
後
に
、
新
聞
総
部
経
験
の

利
点
な
ど
お
願
い
し
ま
す

「
取
材
な
ど
で
色
ん
な
人
と
出

会
っ
た
こ
と
で
、
初
対
面
の
人
と

で
も
物
怖
じ
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
が
面
接
の
場
で
活

か
さ
れ
ま
し
た
ね
」

納
得
の
い
く
就
職
の
裏
に
は
新

聞
総
部
で
の
充
実
し
た
活
動
も
あ

る
よ
う
だ
。
新
入
生
諸
君
、
新
聞

総
部
で
明
る
い
未
来
を
創
ろ
う
。

し
い
気
持
ち
で
新
し
い
世
界
に
飛

び
込
ん
で
い
け
る
』
と
い
つ
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
ら
し
い

Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
『
私
は
周
り
の
人

を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。
面
接
官

も
笑
っ
て
く
れ
て
、
面
接

と
い
う
場
で
も
和
ん
で
臨

め
ま
し
た
。
面
接
で
は
重

箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
に

質
問
攻
め
さ
れ
ま
す
が
、

黙
り
込
む
こ
と
な
く
し
っ

か
り
論
理
的
に
回
答
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
た
」

―
辛
か
っ
た
こ
と
は

「
一
番
辛
か
っ
た
の
は

１
次
面
接
か
ら
先
に
な
か

な
か
進
め
な
か
っ
た
こ

と
。〝
持
ち
駒
〞
が
減
る

に
つ
れ
、
自
分
は
ど
の
企

業
も
面
接
か
ら
先
に
進
め

な
い
の
で
は
な
い
か
と
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
思
考
に
陥
り
ま
し
た
。
友
人

と
同
じ
企
業
を
受
け
て
自
分
だ
け

落
ち
た
時
も
『
何
故
友
達
は
受
か

就
活
体
験
談
の
一
例
と
し
て
、

今
年
度
よ
り
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
に
就
職
す
る
新
聞
総
部

Ｏ
Ｇ
の
Ｓ
氏
に
話
を
聞
い
た
。

―
就
職
先
の
決
め
手
は

「
結
果
論
と
し
て
は
内

定
を
も
ら
え
た
の
が
そ
こ

だ
っ
た
の
で
。
で
も
、
第

一
志
望
が
鉄
道
業
界
だ
っ

た
の
と
、
最
終
面
接
前
に

人
事
担
当
の
方
か
ら
『
我

が
社
に
決
ま
っ
た
ら
、
文

系
１
期
生
と
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
』（
昨
年
度
ま

で
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
で
は
新
卒
は
理

系
か
ら
し
か
採
用
し
て
い

な
か
っ
た
）
と
直
々
に
電

話
が
あ
り
、
働
き
甲
斐
と

将
来
へ
の
希
望
が
見
出
せ

ま
し
た
」

―
面
接
で
の
自
己
Ｐ
Ｒ
は

「『
大
学
で
は
色
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
発
見

が
あ
り
楽
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
楽

い
る
、
初
任
給
で
は
な
く
生
涯
給

料
を
見
て
職
業
を
選
べ
、
な
ど
驚

き
の
言
葉
が
満
載
だ
。
気
軽
に
読

ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

書
籍
ば
か
り
で
な
く
、
雑
誌
で

の
業
界
特
集
な
ど
も
注
目
す
べ
き

だ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
へ
向

け
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
を
ビ
ジ
ネ
ス

に
伸
ば
す
こ
と
で
就
活
は
有
利
に

進
め
ら
れ
る
の
だ
。

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
３
月

の
今
、
本
屋
の
就
活
本
コ
ー
ナ
ー

に
は
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
学

生
が
群
が
っ
て
い
た
。
私
見
で
は

あ
る
が
、
学
生
を
対
象
に
し
た
就

活
の
た
め
の
就
活
本
は
「
夢
を
か

な
え
る
ゾ
ウ
」（
水
野
敬
也
著
・

飛
鳥
新
社
）
の
よ
う
な
自
己
啓
発

本
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

ど
の
本
を
読
み
、
ど
の
情
報
を
使

う
の
か
、
そ
の
選
択
に
こ
そ
就
活

の
勝
敗
が
懸
か
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

ト
し
て
い
る
「
就
活
の
バ
カ
ヤ
ロ

ー
」（
大
沢
仁
・
石
渡
嶺
司
著
・

光
文
社
新
書
）
は
、
こ
の
特
集
を

組
む
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
本
で

あ
る
。
就
活
っ
て
何
か
変
だ
、
お

か
し
い
と
少
し
で
も
感
じ
て
い
る

人
は
読
む
べ
き
だ
。
も
し
か
す
る

と
就
活
す
る
気
が
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
自
分

の
た
め
に
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
。
同
時
に
「
若
者
は
な
ぜ
３
年

で
辞
め
る
の
か
？
」
（
城
繁
幸

著
・
光
文
社
新
書
）
を
読
む
と
さ

ら
に
働
く
こ
と
へ
の
問
題
意
識
を

高
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
漫
画「
銀
の
ア
ン
カ
ー
」

（
三
田
紀
房
著
・
集
英
社
）
を
紹

介
す
る
。
三
田
紀
房
は
「
ド
ラ
ゴ

ン
桜
」
の
作
者
で
も
あ
る
。
こ
の

作
品
は
就
職
版
「
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」

で
あ
る
。
３
年
生
の
秋
に
就
職
に

悩
ん
で
い
る
よ
う
で
は
出
遅
れ
て

こ
で
は
書
籍
に
注
目
し
た
い
。

本
屋
に
行
け
ば
必
ず
置
い
て
あ

る
の
が
「
絶
対
内
定
」
シ
リ
ー
ズ

（
杉
村
太
郎
・
坂
本
章
紀
著
・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
だ
。
自
己
分
析

の
た
め
の
１
０
０
以
上
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
、
Ｅ
Ｓ
の
書
き
方
な
ど
迷

え
る
就
活
生
に
は
い
い
だ
ろ
う
。

就
活
で
自
己
分
析
は
大
事
か
も

し
れ
な
い
が
、
業
界
の
分
析
こ
そ

就
活
で
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
「
日
経
業
界
地
図
」（
日

本
経
済
新
聞
社
編
・
日
本
経
済
新

聞
出
版
社
）
だ
。
毎
年
発
刊
さ
れ

業
界
の
勢
力
、
推
移
を
一
目
で
見

ら
れ
る
便
利
な
本
で
あ
る
。
就
活

中
は
日
経
新
聞
を
読
め
、
と
は
よ

く
言
わ
れ
る
が
こ
の
業
界
地
図
も

一
読
す
べ
き
だ
ろ
う
。
注
目
し
て

い
な
か
っ
た
業
界
へ
の
興
味
も
湧

く
か
も
し
れ
な
い
。

新
書
ブ
ー
ム
、
は
も
う
過
ぎ
去

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
新
書
に

は
就
活
に
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
昨
年
出
版
さ
れ
大
ヒ
ッ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て

み
れ
ば
「
み
ん
な
の
就
職
活
動
日

記
」
や
「
日
経
就
職
ナ
ビ
」「
リ

ク
ナ
ビ
」「
マ
イ
ナ
ビ
」
な
ど
就

職
情
報
サ
イ
ト
が
大
量
に
ヒ
ッ
ト

す
る
。
そ
れ
ら
の
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
企
業

の
採
用
の
動
き
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
は
今
や
常
識
で
あ
る
が
、
こ

の
筆
記
試
験
へ
の
対
策
も
並
行
し

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
験

の
傾
向
な
ど
の
情
報
を
得
る
た
め

の
人
脈
作
り
も
就
活
の
１
つ
だ
。

面
接
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
力
量
を
試
さ
れ
る
試

験
が
そ
の
後
も
続
く
。
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
、
内
定
―
正
確
に
は

内
々
定
を
獲
得
す
る
時
期
は
４
月

下
旬
が
ピ
ー
ク
だ
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
ま
で
に
、
と
い
う
の
が

大
き
な
目
安
と
言
わ
れ
て
い
る
。

内
定
が
出
れ
ば
就
活
終
了
、
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
職
種
に
よ

っ
て
は
資
格
の
取
得
を
目
指
す
べ

き
も
の
も
あ
る
。
残
り
の
学
生
生

活
も
遊
び
呆
け
て
ば
か
り
で
は
い

け
な
い
の
だ
。
内
定
取
り
消
し
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
か
ら
。

新聞総部の
就活事情実録

終わりなき日常を生きろ

関
学
の
就
活

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

就職協定復活で 
変化する学生生活 

大型科・普通科（ＭＴ・ＡＴ）・大型二輪科 
普通二輪科（小型限定）・審査科（普通・自動二輪） 

関学・神戸三田キャンパスから 
一番近い AUTOMOBILE SCHOOLAUTOMOBILE SCHOOL

授業
のあいだに

楽々
教習！

★ 
★ ★ 

★ ★ ★ 

大学生協 
サービスカウンターにて受け付け 

公安委員会指定技能試験免除 

三田自動車学院 

お問い合わせは 
お気軽にお電話で 
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